
2017年（平成29年）３月1 第50号

　「道
21
世
紀
新
聞
」（
ル
ー
ト
プ
レ
ス
21
）
が
創
刊
以
来
50
号
の
発
行
を
迎

え
た
。
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
２
０
０
５
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
が
創
刊
し

た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
。
季
刊
を
原
則
に
全
国
の
道
の
駅
に
無
償
配
布

し
続
け
て
12
年
。
道
の
駅
の
登
録
案
内
制
度
は
１
９
９
３
年
の
発
足
で
ほ
ぼ

四
半
世
紀
が
経
つ
が
、
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
そ
の
歴
史
の
半
分
を
、
道
の
駅
に

寄
り
添
い
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
記
念
す
べ
き
50
号
の
発
行
を
機
に
、
道

の
駅
と
ル
ー
ト
プ
レ
ス
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
創
刊
の
原
点
に
立
ち

返
り
「
道
の
駅
」
と
は
何
か
、
成
長
し
続
け
る
道
の
駅
は
今
後
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　「道
の
駅
」
の
登
録
案
内
制
度
は
１

９
９
０
（
平
成
２
）
年
、広
島
市
で
「
中

国
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」
が
開
か

れ
た
際
、「
鉄
道
の
駅
の
よ
う
に
道
路

に
も
ト
イ
レ
の
あ
る
駅
が
あ
っ
て
良

い
」と
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
出
来
た
。

　交
流
会
参
加
者
の
産
官
民
有
志
が
手

分
け
し
て
12
町
村
に
働
き
か
け
91
～
92

年
に
か
け
て
実
証
実
験
を
し
た
。
道
路

拡
幅
予
定
地
や
公
園
な
ど
既
存
施
設
を

利
用
し
て
休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
公
衆
電

話
、
地
元
産
品
の
直
売
所
な
ど
、
地
域

ご
と
に
企
画
し
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

ど
こ
も
好
評
だ
っ
た
。

　こ
の
た
め
旧
建
設
省
は
、
道
路
利
用

者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
振
興
に
も
役
立
つ

と
、
同
省
道
路
５
カ
年
計
画
の
目
玉
と

し
て
93
年
、
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
１

０
３
駅
の
登
録
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
道

の
駅
」
の
誕
生
で
あ
る
。

　休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域
連
携
の
基

本
機
能
を
登
録
の
要
件
と
し
、
運
営
は

地
域
の
自
主
性
に
任
せ
る
な
ど
の
方
針

は
、
有
識
者
に
よ
る
「
道
の
駅
」
懇
談

会
の
提
言
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
の

原
型
は
実
証
実
験
の
段
階
か
ら
試
み
ら

れ
て
い
た
の
だ
。

　一
方
、
道
の
駅
の
新
聞
と
し
て
定
着

し
た
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
「
人
と
道
の
関

わ
り
合
い
を
軸
に
、
国
土
の
あ
り
方
、

防
災
問
題
な
ど
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
、

道
の
駅
利
用
者
を
は
じ
め
と
す
る
国
民

に
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
国
土
の

保
全
や
整
備
の
重
要
性
、
環
境
保
全
の

大
切
さ
を
訴
え
る
」
こ
と
を
編
集
の
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

特集　ルートプレス創刊 50号� １～３面
これからの道の駅　何が課題に� ４～５面
熊本地震の１年を総括� ６〜７面
読者の声ワイド版　� ８〜９面
道の駅診断� 12 面
パズル／プレゼント� 15 面

第50号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
は
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
夏
の
設
立
。
こ
の
秋
、

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の

際
、
道
の
駅
が
避
難
所
に
な
る
な
ど
救

援
・
復
旧
の
防
災
拠
点
と
し
て
役
立
っ

た
こ
と
を
教
訓
に
、
道
の
駅
や
国
土
の

あ
り
方
を
再
考
し
よ
う
と
、
道
の
駅
の

新
聞
の
発
刊
を
思
い
立
っ
た
。

　翌
05
年
7
月
、
プ
レ
ビ
ュ
ー
号
を
発

行
。
１
面
に
「
道
の
駅
が
避
難
所
に
」

の
大
見
出
し
が
躍
る
。
道
の
駅
の
防
災

機
能
が
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ

た
新
聞
デ
ビ
ュ
ー
だ
。
９
月
に
は
創
刊

号
を
出
し
定
期
発
行
が
始
ま
っ
た
。

　道
の
駅
は
16
年
10
月
現
在
、
全
国
１

１
０
７
カ
所
に
上
る
。
防
災
拠
点
機
能

以
外
に
も
地
方
創
生
や
地
域
経
済
再
生

な
ど
へ
の
期
待
が
増
す
。
さ
ら
に
進
化

す
る
道
の
駅
が
、
共
に
歩
む
方
向
性
を

見
失
わ
な
い
よ
う
、
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
し
続
け
る
。

小豆島オリーブ公園
佐伯真吾マネージャー

　小豆島のオリーブ発祥地で2000本の

香川県小豆島町西村甲 1941-1
国道 436 号　TEL0879-82-2200

オリーブを栽培、地域福祉にも力を入れる「市民
サービス部門モデル道の駅」です。ギリシャ風車
や実写版映画「魔女の宅急便」のロケセットがあ
り、魔法のほうきを無料でレンタル出来ます。オ
リーブ製品の品揃え豊富なショップが人気です。

アルプス安曇野�ほりがねの里
矢淵美好代表理事組合長

　北アルプス常念岳麓の肥沃な水田地帯

長野県安曇野市堀金烏川 2696
県道安曇野インター堀金線 TEL.0263-73-7002

安曇野にある道の駅。農家の母ちゃん達が作った
新鮮な農産物や手作り加工品を販売し、食堂も地
元産食材を使った“おふくろの味”で大変好評です。
隣接の畑では、春の菜の花も夏のひまわりもお客
様に大変楽しんで頂いております。

ＹＯＵ・遊・もり
梶谷惠造駅長

　駒ヶ岳・噴火湾が一望できる道の駅

北海道森町上台町 326-18
国道５号　TEL.01374-2-4886

になっており、物産直売所では、森町名物各種い
かめし、水産加工品など特産物が販売されていま
す。レストランでは、桜の名所オニウシ公園の景
色を見ながら、地元のトマト、ほたて、豚肉をふ
んだんに利用した森ライスなどを味わえます。　

道
の
駅
と
寄
り
添
い

無償配布し12年　ルートプレス創刊50号
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2013年道の駅20歳特集

　高
ま
る
道
の
駅
人
気
の
中
、
全
国
の
登
録
数
が
大
台
を
突
破
し
て

１
０
０
５
駅
と
な
っ
た
の
は
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
3
月
、
制
度

発
足
か
ら
20
年
の
節
目
だ
っ
た
。
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
第
37
号
で
「
道

の
駅
20
歳
」
を
特
集
し
た
。
道
の
駅
と
本
紙
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

急
ピ
ッ
チ
で
進
化

多
岐
に
渡
る
取
り
組
み
を
報
道

　数
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
道
の

駅
の
多
岐
に
渡
る
取
り
組
み
が

目
立
っ
て
き
た
。
道
の
駅
の
進

化
は
急
ピ
ッ
チ
で
「
第
２
ス
テ

ー
ジ
に
入
っ
た
」「
道
の
駅
新
時

う
」
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
重
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。

地
方
創
生
と
重
点
「
道
の
駅
」

　低
迷
す
る
日
本
経
済
を
活
気
づ

け
る
再
生
策
が
「
地
方
創
生
」
だ
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
は
、
道
の
駅
を
有
力
な

地
方
創
生
拠
点
と
し
て
位
置
付
け

た
。国
交
省
は
こ
れ
に
関
連
し
て
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る

重
点
「
道
の
駅
」
制
度
を
創
設
し

た
。　特

に
優
れ
た
機
能
を
継
続
的
に

発
揮
し
て
模
範
と
な
る
全
国
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」
６
駅
、
優
れ
た
企

画
が
あ
り
今
後
の
支
援
で
効
果
的

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
重
点

「
道
の
駅
」
35
駅
、
将
来
が
期
待

で
き
る
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
49

駅
を
選
定
。
外
国
人
旅
行
者
に
原

日
本
的
魅
力
の
あ
る
地
方
も
訪
問

し
て
も
ら
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

に
熱
心
な
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
」、

世
界
に
通
用
す
る
特
産
品
開
発
で

地
域
を
元
気
に
す
る
「
地
域
セ
ン

タ
ー
型
」
を
中
心
に
選
ん
だ
。
本

紙
は
43
号
で
重
点
「
道
の
駅
」
制

度
創
設
の
意
義
や
、
選
ば
れ
た
駅

の
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
。

　重
点
「
道
の
駅
」
は
昨
年
１
月
、

38
駅
を
追
加
選
定
。
地
産
地
消
で

地
域
内
の
経
済
好
循
環
に
努
め
た

り
、
人
口
減
の
激
し
い
地
域
で
も

生
活
・
産
業
活
動
が
不
自
由
し
な

い
よ
う
尽
力
し
て
い
る
駅
で
、
本

紙
は
47
号
で
特
集
し
た
。

　道
の
駅
は
経
営
姿
勢
や
人
材
、

ノ
ウ
ハ
ウ
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
公

的
施
設
の
信
が
問
わ
れ
る
。
公
正

で
信
頼
で
き
る
的
確
な
評
価
や
良

質
な
手
本
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
、

重
点
「
道
の
駅
」
制
度
の
優
良
事

例
は
、
バ
ラ
つ
き
が
ち
な
道
の
駅

ブ
ラ
ン
ド
の
指
針
に
も
な
る
。

２

客
力
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
道
の
駅

間
で
競
い
合
い
、
休
憩
、
情
報
発

信
、
地
域
連
携
の
登
録
基
本
機
能

に
加
え
て
防
災
、
農
林
水
産
業
、

観
光
、
文
化
、
環
境
、
福
祉
面
な

ど
多
機
能
化
が
進
む
。

　反
面
、
ブ
ー
ム
に
乗
り
遅
れ
ま

い
と
豪
華
施
設
の
駅
を
設
置
し
た

の
に
、
思
惑
が
外
れ
て
地
域
の
お

荷
物
に
な
り
か
け
た
り
、
商
業
主

義
に
陥
っ
て
粗
悪
な
輸
入
物
を
販

売
し
た
り
料
理
に
使
っ
て
い
る
、

な
ど
不
評
を
買
う
駅
も
現
れ
た
。

質
の
地
域
格
差
を
い
か
に
是
正
す

る
か
、
道
の
駅
の
大
き
な
課
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　国
土
交
通
省
は
道
の
駅
が
第
２

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
の
を
機
に

「
道
の
駅
は
開
か
れ
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
、
他
省
庁
に

も
広
範
な
利
用
を
呼
び
掛
け
た
。

総
務
省
も
呼
応
し
て
道
の
駅
で
の

「
小
さ
な
拠
点
」
政
策
の
具
体
化

を
検
討
。
農
林
水
産
省
、
経
済
産

業
省
、
環
境
省
な
ど
も
道
の
駅
に

熱
い
視
線
を
注
い
で
い
る
。

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

　同
時
に
37
号
は
、
全
国
「
道
の

駅
」
連
絡
会
が
前
年
末
に
設
立
さ

れ
、
岩
手
県
遠
野
市
で
設
立
総
会

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
報
じ

た
。
東
日
本
大
震
災
の
避
難
・
救

援
、
復
興
支
援
な
ど
道
の
駅
は
全

国
的
な
連
携
が
重
要
に
な
っ
た
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
振
興
の

さ
ら
な
る
発
展
、
問
題
を
抱
え
る

駅
の
改
善
や
質
の
向
上
に
も
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
狙
い
だ
。

　初
代
会
長
の
本
田
敏
秋
遠
野
市

長
は
挨
拶
で｢

評
判
の
良
い
道

の
駅
、
活
況
を
呈
す
る
道
の
駅
の

ア
イ
デ
ア
や
運
営
方
法
を
学
ぶ
な

ど
、
情
報
共
有
は
大
き
な
力
に
な

る
。
改
め
て
公
共
施
設
と
し
て
の

道
の
駅
の
役
割
推
進
に
努
め
よ

椿はなの湯
井澗誠駅長

　世界遺産熊野古道（大辺路）を訪れた

和歌山県白浜町椿 1058-1
国道 42 号　TEL.0739-46-0617

多くの旅人を癒やしてきた良質な天然温泉が湧出し
ており、古くから湯治場として栄えてきました。当
施設は、この良質な温泉を源泉かけ流しで堪能でき
る公衆浴場と足湯を備えています。旅行やドライブ
で疲れた心身のリフレッシュにおすすめです。

季の里天栄
猪越喜久雄駅長

　道の駅周辺は自然豊かな田園風景が広

福島県天栄村大里天房 50-1
国道 294 号　TEL.0248-81-1455

がり、昔ながらの田舎の風景を楽しめます。天栄
村で今、おすすめしたい商品は「天栄米」です。
世界食味分析鑑定コンクールにおいて連続金賞を
受賞して大変人気があります。食堂コーナーにお
いては職人による手打ち蕎麦も人気です。

丹波おばあちゃんの里
横山保史支配人

　舞鶴若狭自動車道春日ＩＣに接し、北

兵庫県丹波市春日町七日市 710
国道 175 号　TEL.0795-70-3001

近畿豊岡自動車道の起点でもあり、丹波市の玄関
口になります。農畜産物やお土産は丹波色の詰まっ
た品揃えで、レストランは料理、カフェ、パン、ジェ
ラート、スィーツ等をお楽しみ頂けます。西日本
最大規模の遺跡公園も備えています。

代
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
地
域
に
開
か
れ
た
と
び
ら
」
と

し
て
の
重
要
性
が
さ
ら
に
増
し

た
。　地

域
特
有
の
魅
力
を
高
め
て
集
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受賞や開通を号外で速報
時
々
の
テ
ー
マ
設
定

国
連
防
災
世
界
会
議
で
共
催
シ
ン
ポ
も

　
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
重
視

　国
交
省
は
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」
を
新
設
し
住
民
サ

ー
ビ
ス
部
門
の
手
本
を
公
募
し

た
。
わ
が
国
の
人
口
減
少
は
深
刻

で
、
中
山
間
地
な
ど
か
ら
「
日
用

品
の
売
店
も
な
く
な
っ
た
」
な
ど

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
た
め
各

地
の
道
の
駅
は
役
場
支
所
や
学

校
、
公
民
館
、
郵
便
局
、
高
齢
者

３

湖畔の里福富
上田昇駅長

　県営福富ダムの景観に恵まれ、21

広島県東広島市福富町久芳 1506
国道 375 号　TEL.082-435-2110

種類のアトラクションを楽しめる無料の大型遊
具が子供に大人気です。酒都西条の銘酒を取り
揃え、特産のエゴマを使った商品があります。
学生と連携したデジタルイベントやソーセージ
作りなどの体験教室にも力を入れています。

根占
小田口正駅長

　本土最南端の道の駅で、錦江湾・開

鹿児島県南大隅町根占山本 6868
国道 269 号　TEL.0994-24-5113

聞岳の大パノラマを眺めながらのお食事と、特産
品の佐多シャーベットや本土最南豚のレトルト
パック等の販売が名物です。バンガロー等の宿泊
施設もあり、夏は目の前の “黄金の浜” と呼ばれ
る大浜海水浴場で泳いだ後お泊りください。

小坂田公園
小口利幸駅長

　塩尻峠中腹にあり、レストラン棟前からの北

長野県塩尻市塩尻町 1090
国道 20 号　TEL.0263-52-6414

アルプス・鉢盛連峰の眺望は格別です。園内にはパターゴ
ルフ・ゴーカートなど子どもから大人まで楽しめるスポー
ツ施設もあり、「北アルプスを望みながら一日過ごせる道
の駅」と好評をいただいています。信州農業公園チロル
の森、奈良井宿など周辺の文化と観光探訪の拠点です。

道の駅の歩み

1990（平成 2）年
広島市で開かれた地域活性化のシンポジウムで、出席者が「道路
にも鉄道の駅のようにトイレがあればよい」と発言。「道の駅」制
度創設のきっかけに

1993（平成 5）年

・「道の駅」懇談会が「道の駅」に関する提言を提出。基本コンセ
プトは「休憩・情報交流・地域連携の機能をもった、地域ととも
につくる個性豊かなにぎわいの場」・国が「道の駅」登録・案内制
度を創設。登録申請受付を経て、4月 22 日、第 1回「道の駅」登
録証を交付（103 駅）

1998（平成 10）年 制度スタート 5年で登録 470 駅に

2004（平成 16）年 新潟県中越地震発生。道の駅が避難所や救援・復旧の前線基地に
なり、防災拠点機能に注目

2005（平成 17）年 道の駅の新聞「ルートプレス」創刊。プレビュー号 7月、創刊号
9月

2011（平成 23）年 ・3.11 東日本大震災発生。「道の駅」の防災拠点機能への認識が確固たるに・ルートプレスは 32 〜 34 号を東日本大震災特別編集に

2012（平成 24）年 全国「道の駅」連絡会設立

2013（平成 25）年「道の駅」制度開始 20 年の区切りに、登録 1005 駅と大台に乗る

2014（平成 26）年 第 3回全国「道の駅」連絡会総会で、道の駅「第 2ステージ」始
動を確認

2015（平成 27）年
・地方創生元年。道の駅が地方創生の拠点に・全国モデル「道の駅」
選定など、重点「道の駅」制度創設。・第 3回国連防災世界会議（仙
台市）。パブリックフォーラムのシンポジウムを全国「道の駅」連
絡会と本紙が共催・道の駅が第 7回日本マーケティング大賞受賞

2016（平成 28）年
・特定テーマ型モデル「道の駅」として「住民サービス」の 6駅
初認定・重点「道の駅」第 2次選定に 38 カ所・道の駅が「戦後
日本のイノベーション 100 選」（発明協会）に・熊本地震発生（ルー
トプレス 48 号で熊本地震特集）・道の駅 1107 カ所に

2017（平成 29）年 ルートプレス発行 50 号に

施
設
な
ど
公
的
サ
ー
ビ
ス
施
設
を

備
え
た
り
、
高
齢
者
へ
の
注
文
品

の
配
達
や
訪
問
販
売
を
引
き
受
け

る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
。

　昨
年
10
月
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
部

門
モ
デ
ル「
道
の
駅
」と
し
て「
両

神
温
泉
薬
師
の
湯
」（
埼
玉
県
小

鹿
野
町
）、「
美
山
ふ
れ
あ
い
広
場
」

（
京
都
府
南
丹
市
）
な
ど
６
駅
を

認
定
。
選
ば
れ
た
駅
は
視
察
受
け

入
れ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
教
示
に
も
努
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　道
の
駅
は
公
的
施
設
と
し
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
紙
49
号

は
道
の
駅
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が

加
わ
っ
た
と
特
集
し
た
。

　
　
防
災
と
ル
ー
ト
プ
レ
ス

　

東
日
本
大
震
災
特
別
編
集

　新
潟
県
中
越
地
震
で
道
の
駅
が

防
災
拠
点
機
能
を
持
つ
こ
と
に
注

目
し
て
創
刊
し
た
本
紙
は
、
そ
の

後
も
相
次
い
だ
地
震
や
台
風
、
局

地
的
豪
雨
や
豪
雪
な
ど
、
防
災
や

環
境
、
国
土
と
暮
ら
し
な
ど
を
積

極
的
に
報
じ
て
き
た
。
特
に
、
未

曾
有
の
大
災
害
に
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
32
～
34
号
ま
で
３

号
連
続
で
「
東
日
本
大
震
災
特
別

編
集
」
に
徹
し
た
。

　国
交
省
国
土
地
理
院
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
通
常
は
手
に
入
り
に

く
い
衛
星
写
真
や
航
空
写
真
を
駆

使
し
、
地
震
や
津
波
の
専
門
家
の

知
見
も
加
え
た
報
道
は
高
い
評
価

を
受
け
た
。
資
料
的
に
も
価
値
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
32
、
33
号
は
合

併
号
と
し
て
出
版
し
た
。

　災
害
報
道
は
本
紙
の
使
命
で
あ

り
、
昨
春
の
熊
本
地
震
で
も
道
の

駅
の
連
携
な
ど
を
中
心
に
詳
し
く

報
道
し
て
き
た
（
48
号
）。

　
防
災
と
ル
ー
ト
プ
レ
ス

　

国
連
防
災
世
界
会
議

　東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
２
０

１
５
年
、
第
３
回
国
連
防
災
世
界

会
議
が
仙
台
市
で
開
か
れ
た
。
そ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し

て
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
本

紙
の
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
災

害
常
襲
国

　日
本
『
道
の
駅
』
の

果
た
す
役
割
」
を
開
催
し
た
。

　基
調
講
演
と
し
て
国
土
学
提
唱

者
の
大
石
久
和
日
本
道
路
協
会
会

長
（
当
時
）
と
国
土
強
靭
化
政
策

の
提
唱
者
で
内
閣
官
房
参
与
の
藤

井
聡
京
都
大
学
大
学
院
教
授
が
特

別
対
談
。
日
本
人
の
郷
土
意
識
や

日
本
の
地
理
的
特
性
、
世
界
と
の

比
較
な
ど
を
通
し
、
国
土
や
道
の

駅
の
あ
り
方
を
展
望
。
本
紙
は
44

号
で
詳
報
し
た
。

　
防
災
と
ル
ー
ト
プ
レ
ス

　

ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　国
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立

ち
、宮
城
県
石
巻
市
の
道
の
駅「
上

品
の
郷
」
で
「
学
ぼ
う
！ 

災
害

へ
の
備
え
」
と
題
し
て
「
ミ
ニ
防

災
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
し
た
。
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
で
壊
滅
し

た
道
の
駅
「
大
谷
海
岸
」
の
当
時

の
駅
長
ら
が
、
被
災
の
実
態
や
仲

間
の
支
え
で
復
旧
で
き
た
様
子
な

ど
を
熱
く
語
っ
た
。

　ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
紙

が
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
催
し
で
、「
道
の
駅

を
“
学
び
の
場
に
”」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
し
て
展
開
。
防
災
意
識
の

啓
蒙
だ
け
で
な
く
、民
話
や
神
話
、

伝
統
芸
能
の
伝
承
な
ど
地
元
の
人

に
語
っ
て
も
ら
い
、
地
域
情
報
の

発
信
に
力
を
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。

緑
化
運
動
に
取
り
組
む
団
体
と
手

を
結
び
、全
国
の
道
の
駅
で
順
次
、

展
開
し
て
い
る
。

　ま
た
、
読
売
新
聞
社
主
催
・
国

交
省
関
東
地
方
整
備
局
な
ど
の
協

力
で
優
秀
30
駅
を
顕
彰
し
た
「
関

東
道
の
駅
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
」

（
42
号
掲
載
）
や
、
モ
デ
ル
道
の

駅
な
ど
主
要
40
駅
に
出
店
し
て
も

ら
っ
た
同
「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２

０
１
５
」（
45
号
掲
載
）
な
ど
、

道
の
駅
に
関
す
る
他
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
協
力
し
て
い
る
。

　
号
外

　
　
　
　
　
　
　
　

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
唯
一
全
国
の

道
の
駅
に
置
い
て
も
ら
え
る
媒
体

で
あ
る
。こ
の
特
性
を
生
か
し
て
、

時
に
必
要
と
思
わ
れ
る
出
来
事
や

事
象
に
対
し
て
号
外
（
別
刷
り
特

集
）
を
発
行
し
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
号
外
は
「
新
東
名
開
通
記
念

特
別
号
」「
道
の
駅
に
日
本
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
」「
重
点
『
道

の
駅
』
制
度
創
設
」
な
ど
だ
。
新

東
名
や
重
点
「
道
の
駅
」
は
そ
の

話
題
に
特
化
し
た
別
刷
り
だ
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
は
、
道
の

駅
へ
の
Ｅ
Ｖ
充
電
器
設
置
促
進
と

の
ダ
ブ
ル
テ
ー
マ
と
い
う
珍
し
い

号
外
に
な
っ
た
。

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
は
２
０

１
５
年
５
月
、
道
の
駅
が
公
的
施

設
と
し
て
は
初
め
て
の
授
賞
。
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や

「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
な
ど
を
抑
え

て
の
堂
々
た
る
大
賞
で
、
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
開
発
で
、
社
会
の
活
性
化

に
役
立
つ
、
と
評
価
さ
れ
た
。



2017年（平成29年）３月第50号

アムステルダムで披露された「未来
の公共交通」（出典：ダイムラー社） 　自

動
運
転
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
将
来
自
家
用
車
や

バ
ス
と
い
っ
た
車
両
の
概
念
が
な
く
な
り
、
自
動
運
転

と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
融
合
し
た
、
ド
ア
ト
ゥ
ド

ア
の
移
動
を
支
援
す
る
「
オ
ン
デ
ィ
マ
ン
ド
型
交
通
サ

ー
ビ
ス
」
が
、
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　公
共
交
通
の
分
野
で
は
飛
行
機
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム

の
無
人
化
や
自
動
運
転
が
既
に
実
現
し
て
お
り
、
１
９

８
６
年
に
開
業
し
た
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ス
カ
イ
ト
レ
イ

ン
の
よ
う
に
、
年
間
８
０
０
０
万
人
（
１
日
20
万
人
）

が
自
動
運
転
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
等
の
商
用
車
の
完
全
自
動
運
転
（
レ
ベ

ル
４
以
上
）
は
、
自
家
用
車
よ
り
も
速
く
実
現
す
る
で

あ
ろ
う
。

　昨
年
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
社
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
Ｂ
Ｒ ６

バス交通革命「自動運転バス元年」
　ま
た
、
施
設
内
や
施
設
間
な
ど
の
移
動
を
支
援
す
る

小
型
の
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
が
世
界
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
。
表
定
速
度
時
速
10
～
20
㌔
㍍
程
度
の
ゆ

っ
く
り
自
動
運
転
に
よ
る
社
会
実
装
の
課
題
や
受
容
性

の
検
証
が
、
例
え
ば
ヒ
ー
ス
ロ
ー
や
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
等
の
空
港
施
設
内
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
や
九
州
大
学
等

の
大
学
構
内
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
ド
バ
イ
、
パ
ー
ス
、
リ

ヨ
ン
、
パ
リ
、
ラ
ロ
シ
ェ
ル
等
の
公
道
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　世
界
中
で
バ
ス
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
革
命
）
が
起

き
て
お
り
、
道
の
駅
と
周
辺
地
域
を
有
機
的
に
結
ぶ
モ

ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
に
期
待
し

た
い
。

�

（
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
専
務
理
事

　塚
田
幸
広
）

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所

　牧
村
和
彦
）

　これからの道の駅　何が課題に

Ｔ
路
線
で
行
っ
た
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
は
世
界
に
衝
撃
を

与
え
た
。「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
・
バ
ス
」
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、

最
高
速
度
時
速
70
㌔

㍍
で
障
害
物
や
路
面

を
認
識
し
、
専
用
道

を
自
動
走
行
、
自
動

発
進
、
自
動
停
車
す

る
技
術
を
披
露
し

た
。

４

みつまた
樋口健駅長

　「苗場スキー場」や地元の「かぐらみ

新潟県湯沢町三俣 1000
国道 17 号　TEL.025-788-9410

つまたスキー場」に近い道の駅。苗場山や平標、
清津峡の豊かな自然は、冬以外も春の新緑散歩、
夏の登山・トレッキング、秋の紅葉狩りを楽しむ
拠点です。アウトドアブランド品も販売し、レス
トランでは「けんちんもつ煮定食」が人気。

つる
天野真里体験・加工マネージャー

　リニア実験線を目の前にできる道の

山梨県都留市大原 88
国道 139 号　TEL.0554-43-0896

駅で、昨年秋にできました。地元豚である富士湧
水ポークを使用したソーセージづくり体験は、こ
こでしかできません！　お菓子の家づくり教室や
地元出荷者を講師に迎えての体験教室も人気で、
楽しい・おいしいイベントは毎月開催中。

びふか
山口信夫駅長

　中世ヨーロッパのお城風建物で、白

北海道美深町大手 307-1
国道 40 号　TEL.01656-2-1000

樺の樹液をつめたドリンク「森の雫」や、名産の
くりじゃがを使った揚げたてコロッケがおすすめ
です。裏手の天塩川が流れる森林公園に温泉、キャ
ンプ場、コテージなどがあり、温泉ではチョウザ
メが見られ、チョウザメ料理も味わえます。

　こ
れ
ま
で
「
道
の
駅
」
と
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
の
歩
み
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
こ
れ
か
ら

の
道
の
駅
は
何
が
課
題
で
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
で
あ
る
。
最
近
の
出
来
事
に
関
連
し
て
、
考
え
る
ヒ
ン
ト

に
し
た
い
。 と
も
に
復
興
へ

追
悼
公
園
と
「
道
の
駅
」
と

高
田
松
原

　東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
。
東

北
の
被
災
地
各
地
で
復
興
へ
の
必

　奇
跡
の
一
本
松
、
重
点
「
道
の

駅
」
の
駅
と
し
て
公
園
の
中
心
部

に
復
旧
さ
れ
る
道
の
駅
「
高
田
松

原
」、
震
災
遺
構
と
し
て
遺
す
タ

ピ
ッ
ク
45
付
近
一
帯
を
国
営
の
追

悼
・
祈
念
公
園
に
す
る
計
画
。
犠

牲
者
へ
の
追
悼
と
鎮
魂
、
震
災
の

記
憶
と
教
訓
の
後
世
へ
の
伝
承
の

中
核
施
設
が
、
震
災
津
波
伝
承
施

設
と
地
域
振
興
施
設
を
合
わ
せ
た

新
し
い
「
道
の
駅
」
と
一
体
の
施

設
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

　こ
こ
か
ら
海
に
向
か
う
追
悼
の

広
場
が
あ
り
、
海
を
望
む
場
ま
で

桟
橋
に
も
似
た
祈
り
の
軸
が
一
直

線
に
伸
び
る
と
い
う
構
想
だ
。

　公
園
と
道
の
駅
は
、
被
災
の
苦

し
み
を
超
え
、
後
世
に
伝
え
語
り

継
ぐ
祈
り
と
希
望
の
場
。
新
た
な

出
発
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

死
の
努
力
が
続
く
。
岩
手
県
陸
前

高
田
市
の
気
仙
町
で
３
月
５
日
、

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
の

起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
戸
田
太
陸

祈念公園整備予定地の起工式では勢ぞろいして鍬入れ

起工式が行われた会場のすぐ奥に、震災遺構として遺す旧道の駅のタピック 45

新たなスタートに感慨ひとしおの地元の婦人たち

前
高
田
市
長
や
達
増
拓
也
岩
手
県

知
事
は
じ
め
地
元
の
婦
人
団
体
の

女
性
ら
多
数
が
出
席
、
３
年
後
の

整
備
完
了
ま
で
の
工
事
の
無
事
を

祈
っ
た
。

　か
つ
て
白
砂
青
松
を
誇
っ
た
名

勝
高
田
松
原
は
、「
奇
跡
の
一
本

松
」
だ
け
を
残
し
て
７
万
本
の
松

が
津
波
で
な
ぎ
倒
さ
れ
流
さ
れ

た
。「
タ
ピ
ッ
ク
45
」
と
し
て
洒

落
た
建
築
物
だ
っ
た
道
の
駅
「
高

田
松
原
」
も
鉄
筋
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
よ
じ
れ
曲
が
る
ほ
ど
の
無

残
な
姿
に
な
り
、
壊
滅
し
た
。
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都
市
型
道
の
駅

　神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
の
市
役
所

分
庁
舎
で
２
月
、
道
の
駅
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。
同
市
で
は

現
在
、
湘
南
初
の
道
の
駅
建
設
を

目
指
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
準
備

が
進
む
。
と
い
う
の
は
、
同
県
内

に
道
の
駅
は
箱
根
峠
、
山
北
、
清

川
の
３
カ
所
し
か
な
く
、
ど
こ
も

風
光
明
媚
な
山
の
中
で
あ
る
。
茅

ケ
崎
と
言
え
ば
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
や
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
の
加

茅
ヶ
崎
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
学
連
携
の
交
流
会
で
は
、
真
剣
で
活
発
な
事
例
発
表
が

あ
っ
た

山
雄
三
で
お
な
じ
み
の
海
沿
い
の

市
。
湘
南
の
風
薫
る
海
の
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
た
都
市
型
「
道
の
駅
」

を
目
指
そ
う
と
い
う
計
画
だ
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
服
部
信

明
市
長
が「
茅
ヶ
崎
は
平
坦
な
町
。

外
部
か
ら
の
訪
問
客
は
道
の
駅
に

車
を
置
き
、
自
転
車
で
市
内
を
行

く
、
そ
ん
な
従
来
に
な
い
道
の
駅

が
で
き
な
い
か
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
石
田
東
生
筑
波
大
学
教
授

が
「
道
の
駅
と
地
域
活
性
化
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。「
道
の
駅

の
認
知
度
は
国
民
レ
ベ
ル
に
高
ま

っ
た
。
新
た
な
地
場
産
業
と
し
て

大
き
な
経
済
効
果
や
雇
用
創
出
も

あ
り
、
自
治
体
の
経
営
戦
略
に
欠

　道
の
駅
と
大
学
生
が
連
携
・
交

流
し
て
観
光
地
域
づ
く
り
や
地
方

創
生
の
可
能
性
を
探
る
「
道
の
駅

と
大
学
連
携
成
果
発
表
交
流
会
」

が
３
月
、
さ
い
た
ま
市
で
開
か
れ

た
。
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
管
内
で
は
、
14
大
学
が
道
の
駅

と
連
携
し
て
様
々
な
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
こ
の
日
発
表
し
た
の
は

12
大
学
。
学
生
や
先
生
だ
け
で
な

く
、
道
の
駅
か
ら
も
駅
長
や
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
た
ち
も
参
加
し
て
、
活

発
に
意
見
交
換
し
、
交
流
を
楽
し

ん
だ
。

　「道
の
駅
」
に
は
地
域
の
魅
力

が
集
ま
っ
て
お
り
、
観
光
学
な
ど

を
学
ぶ
若
者
が
学
習
、
研
究
す
る

材
料
が
豊
富
。
そ
こ
で
道
の
駅
と

大
学
・
学
生
と
の
連
携
・
交
流
を

進
め
て
道
の
駅
に
新
た
な
価
値
を

作
り
、
観
光
・
地
域
づ
く
り
を
担

う
将
来
の
人
材
育
成
や
地
方
創
生

に
も
寄
与
し
よ
う
、
と
い
う
の
が

大
学
連
携
の
目
的
で
あ
る
。

か
せ
な
い
。
そ
の
中
で
都
市
型
道

の
駅
の
模
索
。
や
る
こ
と
は
多
い

が
、
や
る
気
と
元
気
、
自
信
と
明

る
さ
が
大
切
」
と
、
激
励
し
た
。

　第
２
部
は
「
茅
ヶ
崎
の
道
の
駅

か
ら
情
報
発
信
の
可
能
性
」
と
題

し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の

道
の
駅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
山
源
昭

さ
ん
ら
が
活
発
な
意
見
交
換
を
し

た
。
予
定
地
は
海
岸
へ
の
入
り
口

に
あ
り
、
サ
ザ
ン
を
は
じ
め
文
化

人
、
作
家
な
ど
ゆ
か
り
の
地
や
施

設
も
多
い
。
豊
富
な
観
光
資
源
を

ど
う
結
び
、
ど
う
紡
い
で
物
語
化

す
る
か
な
ど
、
都
市
型
道
の
駅
を

目
指
す
議
論
が
白
熱
し
た
。

５

地
方
創
生
な
ど
で
大
学
連
携

海の京都 宮津
井上正嗣駅長

　天橋立に一番近い道の駅。北前船の

京都府宮津市浜町 3007 他
国道 176 号　TEL.0772-25-1382

蔵をイメージした案内所で観光情報を提供し、市
街地中心部にある当駅に駐車し、船で天橋立や伊
根へのパーク＆クルーズもオススメしてます。直
売所では100％宮津産の新鮮野菜やオイルサー
ディン、富士酢、宮津ちくわなどの名産品が好評。

もっくる新城
田原直駅長

　歴史的にも伊奈街道の「山の湊」と

愛知県新城市八束穂五反田 329-7
国道 151 号　TEL.0536-24-3005

して栄えた交通の要衝で、現在も新東名新城ＩＣ
を降りてすぐに位置し、奥三河の歴史や文化の玄
関口になっています。地元の味にこだわっており、
新城産卵を使った卵かけご飯の食べ放題モーニン
グは20種類以上のトッピングで人気です。

みのりの郷東金
今関雅喜駅長

　千葉県下最大級、2.6㌶の売り場面積

千葉県東金市田間1300-3
国道126号　TEL.0475-53-3615

を誇る緑花木市場がある道の駅です。農産物直売
所で販売しているてんこ盛りの朝採れ野菜やいち
ごなど旬のフルーツは、一番おいしい完熟状態！
　レストランでは、地元の新鮮素材をふんだんに
使用した美味しいパスタやスイーツをどうぞ。

　道
の
駅
は
地
域
の
資
源
が
集
中

し
、
地
方
が
直
面
す
る
課
題
が
明

確
で
、
学
習
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
最
適
だ
。
道
の
駅
側
に
も
若

者
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
若
者

の
元
気
で
実
行
力
の
あ
る
企
画
の

実
施
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
な
ど
を

活
用
し
た
情
報
発
信
に
期
待
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　大
学
連
携
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
呼
ぶ
夏
季
休
暇
な
ど
を

利
用
し
て
道
の
駅
で
活
動
す
る
就

労
体
験
型
と
、
年
間
を
通
し
た
ゼ

ミ
活
動
な
ど
と
し
て
実
施
す
る
連

携
企
画
型
の
実
習
が
あ
る
。

　こ
の
日
成
果
発
表
し
た
の
は
、

い
ず
れ
も
連
携
企
画
型
の
大
学
。

道
の
駅
「
鴨
川
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー

ク
」
と
連
携
す
る
城
西
国
際
大
、

「
常
陸
大
宮
」
と
連
携
す
る
茨
城

大
な
ど
11
大
学
と
、「
ひ
た
ち
お

お
た
」
と
連
携
す
る
い
ば
ら
き
地

域
づ
く
り
大
学
・
高
専
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
12
校
が
参
加
。

　成
果
の
発
表
は
、
道
の
駅
「
中

条
」
と
連
携
す
る
松
本
大
学
チ
ー

ム
の
88
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
や
ま

ん
ば
（
88
）
か
ら
の
贈
り
物
～
中

条
の
お
宝
探
し
～
」、道
の
駅
「
果

樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
」
と
連
携
す

る
淑
徳
大
学
チ
ー
ム
の
「
道
の
駅

お
ぽ
ち
ゅ
に
て
ぃ
」
は
「『
も
う

一
品
買
っ
て
も
ら
う
』
工
夫
と
来

訪
者
を
介
し
た
情
報
発
信
」
を
テ

ー
マ
に
す
る
な
ど
、
大
学
ご
と
に

取
り
組
ん
で
き
た
内
容
が
異
な
る

た
め
様
々
だ
。

　た
だ
、共
通
し
て
言
え
る
の
は
、

学
生
た
ち
が
地
方
に
目
を
向
け
始

め
た
こ
と
。
道
の
駅
の
こ
と
を
調

べ
始
め
、
地
域
と
の
連
携
の
意
味

や
意
義
を
分
か
っ
て
き
た
こ
と

が
、
ど
の
発
表
か
ら
も
感
じ
取
れ

た
。
道
の
駅
で
の
体
験
や
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
自
分
た
ち

で
考
え
始
め
た
こ
と
は
今
後
、
地

方
創
生
、
地
域
の
課
題
解
決
に
、

大
き
な
力
に
な
る
と
言
え
る
。
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や
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
や
観
光

業
等
の
経
済
活
動
に
も
大
き
な
支

障
が
生
じ
た
。

初
動
対
応
と 

 
 

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス

　国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
は
前

震
発
生
直
後
に
災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
被
災
自
治
体
へ
の
現

地
情
報
連
絡
員
や
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

＝
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の
派
遣
、

現
地
へ
の
災
害
対
策
機
械
の
配

備
、支
援
物
資
の
緊
急
提
供
な
ど
、

迅
速
な
災
害
復
旧
に
向
け
支
援
活

動
を
始
め
た
。

　最
大
震
度
７
を
２
回
も
経
験
す

る
大
地
震
だ
け
に
被
害
も
甚
大

で
、
熊
本
県
や
被
災
市
町
村
に
は

経
験
の
な
い
大
災
害
と
な
っ
た
。

技
術
系
職
員
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

町
村
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急

時
点
検
や
災
害
復
旧
に
手
が
回
ら

な
い
事
態
も
生
じ
た
。

　そ
ん
な
状
況
に
全
国
の
地
方
整

備
局
等
か
ら
派
遣
さ
れ
た
の
が
テ

ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
だ
。
４
月
22
日
の

熊
本
地
震
と
被
害
の
概
要

　平
成
28
年
４
月
14
日
21
時
26

分
、
熊
本
地
方
を
震
央
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
ｊ
）
６
・
５

の
地
震
が
発
生
（
前
震
）。
28
時

間
後
の
16
日
１
時
25
分
に
は
Ｍ
ｊ

７
・
３
の
本
震
が
発
生
し
、
益
城

町
と
西
原
村
で
震
度
7
を
観
測
し

た
。
延
べ
４
０
０
０
回
を
超
え
る

余
震
の
影
響
を
含
め
、
熊
本
〜
阿

蘇
周
辺
地
域
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
多
数
の
家
屋
倒
壊
や
土
砂

災
害
に
よ
る
人
的
被
害
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

へ
の
被
害
の
ほ
か
、
空
港
・
道
路

・
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
も

甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
県
民
生
活

熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長
の
特
別
寄
稿

　本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？

　

パ
ス
等
）
の
交
通
確
保
が
最
重
要

課
題
と
な
っ
た
。
２
日
後
の
本
震

で
は
、
路
面
陥
没
や
橋
梁
前
後
の

段
差
な
ど
、
直
轄
国
道
も
大
き
な

被
害
を
受
け
た
が
、
本
震
後
24
時

間
以
内
に
応
急
復
旧
を
終
え
、
全

て
通
行
可
能
に
し
た
。

　本
震
で
は
東
西
方
向
の
生
命
線

の
国
道
57
号
が
南
阿
蘇
村
立
野
の

斜
面
崩
壊
で
寸
断
、
接
続
す
る
国

道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
も
崩
落
。

県
道
28
号
熊
本
高
森
線
の
俵
山
ト

ン
ネ
ル
と
そ
れ
に
繋
が
る
橋
梁
群

も
損
傷
し
、
２
〜
３
万
台
／
日
を

超
え
る
熊
本
〜
阿
蘇
間
の
重
交
通

の
機
能
が
麻
痺
。
こ
の
た
め
広
域

の
迂
回
路
（
国
道
４
４
３
号
、
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
、グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）

の
啓
開
を
急
ぎ
、
す
べ
て
数
日
で

通
行
可
能
に
な
っ
た
。

阿
蘇
周
辺
地
域
の
被
災
状
況

　国
道
57
号
、
国
道
３
２
５
号
、

県
道
28
号
熊
本
高
森
線
は
、
熊
本

都
市
圏
と
阿
蘇
地
域
や
大
分
・
宮

崎
を
結
ぶ
圏
域
住
民
の
生
活
を
支

え
、
観
光
や
物
流
等
に
と
っ
て
も

　平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら

間
も
な
く
１
年
。
震
度
７
が

２
回
も
襲
っ
た
衝
撃
の
地
震

で
、
熊
本
を
中
心
に
九
州
は

震
え
上
が
っ
た
。
聞
き
慣
れ

な
い
前
震
と
本
震
。
地
震
の

巨
大
さ
を
示
す
。
13
年
前
の

新
潟
県
中
越
地
震
の
際
、
道

の
駅
が
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
し
た
こ
と
を
報
じ
て
創
刊

し
た
ル
ー
ト
プ
レ
ス
紙
。
防

災
問
題
に
始
ま
っ
た
本
紙

は
、
50
号
を
迎
え
た
の
を
機

に
熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

す
る
特
集
を
企
画
。
シ
リ
ー

ズ
「
列
島
保
全
へ
の
課
題
」

「
国
土
教
育
」
の
特
別
編
と

し
て
、
道
路
復
旧
の
前
線
指

揮
を
取
っ
た
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国

道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長

に
手
記
を
特
別
寄
稿
し
て
も

ら
っ
た
。

６

ピ
ー
ク
時
で
約
４
４
０
人
、
延
べ

１
万
人
・
日
以
上
が
熊
本
（
九
州
）

に
集
結
。
河
川
・
砂
防
・
道
路
な

ど
様
々
な
分
野
で
被
災
状
況
調
査

等
の
技
術
的
支
援
を
し
た
。

　使
命
感
を
持
っ
た
テ
ッ
ク
フ
ォ

ー
ス
隊
員
は
、
市
町
村
職
員
や
場

合
に
よ
っ
て
は
直
接
、
市
町
村
長

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
災
害

現
場
に
直
接
出
向
き
、
自
ら
被
災

状
況
調
査
や
応
急
復
旧
に
関
す
る

技
術
的
助
言
を
実
施
。
衣
食
住
は

全
て
自
己
調
達
で
派
遣
先
の
市
町

村
に
負
担
を
か
け
ず
、
１
週
間
単

位
で
交
代
し
、
次
の
チ
ー
ム
に
業

務
を
引
き
継
ぐ
。
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
の
働
き
に
は
、
熊
本
県
知
事
及

び
被
災
市
町
村
長
か
ら
感
謝
と
称

賛
を
い
た
だ
い
た
。

幹
線
道
路
の
被
害
と 

 

応
急
復
旧
／
迂
回
路
確
保

　前
震
段
階
で
南
北
方
向
の
大
動

脈
・
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
被
災
後
２
週
間

全
面
通
行
止
め
に
な
り
、
並
行
す

る
直
轄
国
道
（
３
号
、
57
号
バ
イ

重層的交通ネットを

黒 川

ＪＲ豊肥本線

国道 号

国道 号

阿蘇大橋地区の被災状況 

崩壊長 
約700m 

崩壊幅 
約200m 

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？

　に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

極
め
て
重
要
な
路
線
だ
が
、
３
路

線
と
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

◇
道
路
復
旧
の
概
要

①
国
道
57
号
（
阿
蘇
大
橋
地
区
大

規
模
崩
壊
斜
面
対
策
）

　阿
蘇
大
橋
地
区
南
阿
蘇
村
立
野

の
大
規
模
斜
面
崩
壊
の
規
模
は
長

さ
約
７
０
０
㍍
幅
約
２
０
０
㍍
、

崩
壊
前
後
の
Ｌ
Ｐ
（
レ
ー
ザ
プ
ロ

フ
ァ
イ
ラ
）
測
量
で
崩
壊
土
砂
量

は
約
50
万
立
方
㍍
と
推
定
。
崩
壊

斜
面
の
上
部
は
多
数
の
亀
裂
が
発

生
し
、
降
雨
や
余
震
な
ど
で
更
な

る
崩
壊
の
危
険
が
あ
っ
た
。

　斜
面
上
部
に
残
る
多
量
の
不
安

定
土
砂
の
崩
落
に
よ
る
二
次
災
害

を
防
ぐ
緊
急
的
な
対
策
工
事
を
国

交
省
直
轄
砂
防
事
業
と
し
て
実
施

し
５
月
５
日
に
着
工
。
監
視
装
置

設
置
、
工
事
用
道
路
整
備
、
不
安

定
土
砂
を
受
け
止
め
る
二
段
の
土

留
盛
土
工
の
施
工
、
斜
面
頭
部
の

不
安
定
土
砂
の
除
去
と
、
順
次
作

業
を
進
め
た
。

　対
策
工
事
は
二
次
災
害
を
防
ぐ

た
め
、
崩
壊
地
内
の
作
業
は
全
て

「
無
人
化
施
工
」
で
実
施
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
崩
壊
地
内
は
「
黒

ボ
ク
土
」
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
新

し
い
火
山
灰
質
粘
性
土
を
多
く
含

む
崩
壊
土
砂
。
降
雨
等
で
水
分
を

含
む
と
泥
濘
化
し
重
機
足
場
が
不

安
定
に
な
り
、
濃
霧
に
よ
る
視
界

不
良
な
ど
梅
雨
明
け
ま
で
の
稼
働

率
は
５
割
以
下
と
困
難
を
極
め

た
。
し
か
し
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火

を
機
に
20
年
か
け
て
進
め
ら
れ
た

無
人
化
施
工
技
術
の
開
発
と
、
熟

練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
能
に
よ
り

困
難
を
克
服
出
来
た
。

　今
後
も
引
き
続
き
『
阿
蘇
大
橋

地
区
復
旧
技
術
検
討
会
』
の
専
門

家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
斜
面

の
恒
久
対
策
を
実
施
す
る
。

②
国
道
57
号
（
現
道
部
、
北
側
復

旧
ル
ー
ト
）

　国
道
57
号
現
道
部
は
昨
年
末
、

上
記
緊
急
対
策
工
事
の
完
了
を
受

け
、
１
月
か
ら
斜
面
崩
壊
部
下
の

地
質
調
査
に
着
手
。
今
後
更
に
必

要
な
調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

通
行
止
め
の
国
道
57
号
阿
蘇
大
橋

地
区
の
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

「
北
側
復
旧
ル
ー
ト
」
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
早
期
復
旧
に

向
け
現
地
測
量
、
設
計
、
用
地
買

収
、
工
事
用
進
入
路
の
工
事
を
推

進
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト

は
二
重
峠
の
下
を
約
４
㌔
㍍
の
ト

ン
ネ
ル
で
通
過
す
る
計
画
。

紀伊長島マンボウ
東良彦支配人

　熊野灘臨海公園内にあり、池の岸辺に

三重県紀北町東長島 2410-73
国道 42 号　TEL.0597-47-5444

設けられた尾鷲ひのきの桟橋が特徴です。館内に
は地場産ひものを中心に1200アイテムの商品が
あり、町の魚マンボウのご当地グルメや活きのい
い鮮魚、焼きたてパンが並ぶ手作りパン工房が人
気です。食堂にもマンボウのフライ定食あり。

あに
西根智子リーダー

　周辺はマタギの里で知られ、安の滝や

秋田県北秋田市阿仁比立内家ノ後 8
国道 105 号　TEL.0186-69-2575

熊牧場、マタギ資料館、打当温泉などの観光スポッ
トに隣接しています。地元の特産品や熊肉などを
販売し、レストランではまたたび入り「またたび
ラーメン」、やぶどうソフトが人気です。10月の「紅
葉祭」、2月の「がっこ市」はにぎわいます。

メルヘンの丘めまんべつ
福田重幸事務局長

　フォトポイントとして有名な丘陵地

北海道大空町女満別昭和 96-1
国道 39 号　TEL.0152-75-6160

帯のメルヘン公園内にある北欧風建物で、網走湖
が望め地平線が身近に感じられます。食品加工施
設や人工芝の体育館が併設され、夏はドッグラン
も。地元さくら豚の豚しゃぶ長いも丼、網走湖の
しじみを使ったラーメンが名物グルメです。

2017年（平成29年）３月 第50号

③
国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋

　阿
蘇
大
橋
の
災
害
復
旧
は
、
道

路
法
に
基
づ
く
直
轄
権
限
代
行
事

業
と
し
て
国
が
実
施
し
て
い
る
。

専
門
家
に
よ
る
技
術
検
討
会
を
設

置
し
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
施

工
性
、
安
全
性
等
の
観
点
か
ら
架

替
位
置
と
構
造
（
阿
蘇
長
陽
大
橋

と
同
じ
形
式
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
）
を
決
定
し
た
。

　現
在
は
早
期
復
旧
に
向
け
、
用

地
買
収
や
工
事
用
道
路
の
工
事
を

推
進
。阿
蘇
大
橋
の
本
体
工
事（
上

下
部
一
体
）
も
、
着
工
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
る
。

④
県
道
28
号
熊
本
高
森
線
（
俵
山

ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
）

　熊
本
高
森
線
は
、
大
規
模
災
害

復
興
法
に
基
づ
く
全
国
初
の
直
轄

権
限
代
行
事
業
と
し
て
復
旧
工
事

誘
導
標
の
設
置
、
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
、
待
避
所
の
整
備
（
降
雪
時

の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
所
、
Ｕ
タ
ー

ン
場
所
等
と
し
て
活
用
）、
道
路

監
視
カ
メ
ラ
や
道
路
照
明
灯
の
整

備
を
実
施
し
て
い
る
。

熊
本
地
震
で
学
ん
だ
こ
と	

得
た
も
の

　今
回
の
地
震
で
は
、
多
重
性
の

あ
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。
特
に
、
熊

本
～
大
分
を
結
ぶ
東
西
幹
線
軸
は

国
道
57
号
１
本
し
か
な
く
、
有
事

の
際
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
南
北

軸
で
は
九
州
縦
貫
道
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
国
道
３
号
が
大
渋
滞
を
引
き

起
こ
し
、
機
能
が
麻
痺
し
た
。

　主
要
幹
線
道
路
が
大
き
く
損
壊

す
る
と
、
人
・
モ
ノ
の
流
れ
が
止

ま
り
、
経
済
社
会
的
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
。熊
本
地
震
は
、

１
本
の
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
で

も
代
替
、
迂
回
で
き
る
幹
線
道
路

が
別
に
あ
る
と
い
う
、
重
層
的
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
価
値
を
改

め
て
教
え
た
と
思
う
。

　一
方
、
熊
本
地
震
に
よ
る
幹
線

　「細長い津和野の家並みが日の翳った盆地の
底に静かにかたまっている。私は途中下車する
ことにした」（宮脇俊三、「最長片道切符の旅」）
宮脇さんの「最長片道切符の旅」は鉄道紀行と
して誰もが認める不朽の名著です。その 35日
に及ぶ旅程 1万 3000 ㌔㍍の記録の中で、宮
脇さんのこだわりともなっているのは、数多く
の「途中下車」という鉄道旅ならではの立ち寄
りでした。「途中下車」のエッセンスが添えら
れたことで、読者と見知らぬ土地とをつなぐ結
節点となり、単なる叙景的紀行作品を越えて、
叙情的文学作品として読み語られています。

　今夏、高速道路でも「途中下車」ができるよ
うになるサービスが試験的に導入されます。高
速道路を降りて道の駅で休憩し、再び高速道路
に戻れば、降りなかったものと見なして料金が
割高にならないように工夫されるものです。
　高速通信によるＥＴＣの先進技術によっては
じめて可能となるサービスであるため、幾つか
の検証を必要とします。試験期間では、対応す
る道の駅は群馬県の「玉村宿」、愛知県の「も
っくる新城」、山口県の「ソレーネ周南」の 3
カ所に限られ、まだ広くあまねく恩恵にあずか
れるわけではありません。
　今後、特定のインターチェンジに限定せずに
道の駅と協調できるようになれば、道の駅の「休
憩機能」として新たな魅力を生み出すことでし
ょう。高速道路においても「途中下車」が当た
り前のように享受できるのも、遠い未来の話で
はありません。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
」

と
地
域
の
方
に
言
っ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
た
。

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
1
年
近

く
経
っ
た
。
４
月
か
ら
は
、
新
た

に
「
熊
本
復
興
事
務
所
」
が
設
置

さ
れ
る
。

　熊
本
河
川
国
道
事
務
所
は
、
地

域
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
熊
本
復
興
事
務
所
や
熊

本
県
、
関
係
市
町
村
等
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
全
力
で
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

７

道路の価値を再認識

国道愛好家
� 松波成行

道
路
網
の
長
期
通
行
止
め
と
、
厳

冬
期
を
前
に
し
た
県
道
28
号
熊
本

高
森
線（
俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
）

の
開
通
は
、南
阿
蘇
地
域
の
人
々
、

広
域
的
な
道
路
利
用
者
に
、
道
路

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
存
在
価
値
を

改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
の
開
通

式
で
は
、
南
阿
蘇
村
の
住
民
が
手

作
り
の
旗
を
振
っ
て
、
工
事
関
係

者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
ル
ー
ト
沿
道
の
方
々

も
、
通
過
車
両
に
手
を
振
っ
て
開

通
を
喜
ん
で
く
れ
た
。「
最
高
の

熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
森
田
康
夫
所
長
の
特
別
寄
稿

を
進
め
、
昨
年
12
月
24
日
に
村
道

（
旧
道
）
を
活
用
し
、
暫
定
な
が

ら
熊
本
市
と
南
阿
蘇
を
結
ぶ
東
西

方
向
の
交
通
を
確
保
し
た
。

　こ
の
ル
ー
ト
の
早
期
開
通
は
、

移
動
時
間
の
短
縮
や
冬
期
の
安
全

な
通
行
確
保
だ
け
で
な
く
、
南
阿

蘇
地
域
住
民
の
生
活
再
建
、
阿
蘇

周
辺
地
域
の
物
流
の
円
滑
化
や
観

光
振
興
な
ど
、
本
格
的
な
復
旧
・

復
興
に
向
け
大
き
な
弾
み
と
な
っ

た
。
未
供
用
区
間
に
あ
る
被
災
橋

梁
６
橋
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
復

旧
工
事
を
進
め
て
い
る
。

⑤
村
道
栃
の
木
～
立
野
線
（
長
陽

大
橋
ル
ー
ト
）

　立
野
ダ
ム
工
事
事
務
所
が
直
轄

代
行
（
大
規
模
災
害
復
興
法
）
に

よ
り
災
害
復
旧
を
進
め
て
お
り
、

今
夏
の
応
急
復
旧
に
よ
る
開
通
を

目
指
し
て
、
橋
梁
や
法
面
の
復
旧

工
事
な
ど
が
進
む
。
阿
蘇
大
橋
完

成
ま
で
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
、

阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
の
経
路
が
確

保
さ
れ
、
南
阿
蘇
村
の
中
心
部
と

立
野
地
区
を
結
ぶ
南
北
方
向
の
移

動
が
可
能
に
な
る
。

⑥
広
域
迂
回
路
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

渋
滞
対
策
と
冬
期
交
通
対
策

　国
道
57
号
（
熊
本
市
か
ら
阿
蘇

方
面
へ
）
の
迂
回
路
と
な
っ
て
い

る
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
県
道
北
外
輪

山
大
津
線
～
県
道
菊
池
赤
水
線
）

の
渋
滞
対
策
、
冬
期
交
通
対
策
と

し
て
、
二
重
峠
交
差
点
へ
の
左
折

レ
ー
ン
設
置
、
路
面
標
示
や
視
線

奥大井音戯の郷
長嶋一幸館長

　大井川鐡道千頭駅に隣接しており、「南

静岡県川根本町千頭 1217-2
国道 362 号　TEL.0547-58-2021

アルプス山麓にこだまするＳＬの汽笛」は、残し
たい日本の音風景100選になっています。音と戯
れることをテーマにした体験ミュージアムです。
館内に流れるさまざまなメロディーに身を委ね、
工房での音具づくりなどを楽しんで下さい。

六合
冨沢政司駅長

　「日本で最も美しい村連合」加盟駅。日

群馬県中之条町小雨 21-1
国道 292 号　TEL.0279-95-3342

帰り温泉や宿泊施設があり、物産センターと食事処
では山菜や朝採り野菜、自家製そば、六合ハム、ベ
ニバナインゲンの花まめソフトが人気。ラムサール
条約芳ヶ平、国の天然記念物チャツボミ公園、野反
湖、重要伝建地区赤岩への観光拠点にも便利。

うり坊の郷　Katamata
下瀬進駅長

　維新発祥の萩市と津和野町の中間に

山口県萩市片俣 1244-1
国道 315 号　TEL.08388-8-0114

あり、奥阿武の自然が育む新鮮野菜や山の幸をメ
インに、期間限定のトマトソフトクリームや、寒
暖の差を利用した「奥あぶ清流米」、猪肉の直売
と地産地消の名物猪肉定食がおすすめです。地域
みんなの支え合い、大きな絆を目指しています。

阿蘇周辺地域の道路復旧の概要
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ルートプレスへ寄せられる毎号約 1000 通の声 創刊 50 号「読者の声」ワイド版

　

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
創
刊
以
来
、
投
書
を
「
読
者
の
声
」
と
し
て
掲
載
し
て
き
た
。
投

書
は
国
民
の
ナ
マ
の
声
で
あ
り
毎
号
１
０
０
０
通
ほ
ど
寄
せ
ら
れ
る
葉
書
は
、
道
路
利

用
者
と
本
紙
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
証
で
、
本
紙
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
フ
レ
ッ
シ

ュ
ボ
イ
ス
」
に
蓄
積
し
て
い
る
。
50
号
を
記
念
し
過
去
に
掲
載
し
た
「
読
者
の
声
」
ワ

イ
ド
版
を
お
届
け
す
る
。（
住
所
、
職
業
、
年
齢
は
投
稿
当
時
の
ま
ま
。
声
を
多
く
掲

載
す
る
た
め
一
部
削
る
な
ど
編
集
）

　

公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
は
、
東
京

２
０
２
０
大
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
あ
し
ら
っ
た

「
東
京
２
０
２
０
公
式
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
」
と
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
「
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
、
様

々
な
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
を
販
売
し
て
い

る
。

　
「
東
京
２
０
２
０
公
式
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
」

は
、
組
市
松
紋
の
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
を
あ
し
ら

っ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
、
ネ

ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ピ
ン
バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
展
開
し
て
お
り
、
昨
年
６
月
の
販
売
開

始
以
来
、
好
評
販
売
中
だ
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ

／
Ｊ
Ｐ
Ｃ
公
式

ラ
イ
セ
ン
ス
商

品
「
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
人
気

８
作
品
（
鉄
腕
ア

ト
ム
／
美
少
女
戦

士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー

ン
／
ク
レ
ヨ
ン
し

ん
ち
ゃ
ん
／
Ｏ
Ｎ

Ｅ 

Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

／
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

―
ナ
ル
ト
― 

疾

風
伝
／
妖
怪
ウ
ォ

ッ
チ
／
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
超
／
魔
法

つ
か
い
プ
リ
キ
ュ

ア
！
）
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
が
、

国
内
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

商品に関するお問い合わ
せ【東京 2020 公式ライ
センス商品カスタマー
センター】TEL:03-3520-
9200　受付時間 :10:00
～ 18:00( 土・日・祝日
を除く )

東京 2020 公式ライセンス商品、JOC/JPC 公式ライセンス商品
取り扱い「道の駅」店舗　　　　　　　（2017 年 3月 11 日現在）

新潟県『ハートメモリーあらい道の駅』 新潟県妙高市猪野山 55-16
埼玉県『道の駅・庄和』 埼玉県春日部市上柳 995
千葉県『道の駅・ながら』 千葉県長柄町六地蔵 138-1
香川県『道の駅・瀬戸大橋記念公園』 香川県坂出市番の洲緑町 6-13
熊本県『道の駅・あそ望の郷くぎの』 熊本県南阿蘇村久石 2807
　　　　　※取り扱い商品と在庫状況は、道の駅各店舗により異なります。

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
よ
り
一
層
活
発
化
し
よ
う

と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

選
手
団
を
応
援
す
る
た
め
に
集
結
し
た
。

　
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
世

界
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
る
こ
れ
だ
け
の
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
集
結
さ
せ
る
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
実
現
不

可
能
と
思
わ
れ
た
か
つ
て
な
い
企
画
。
昨
年
７
月
の

販
売
開
始
以
来
、
海
外
か
ら
の
注
目
も
熱
く
、
日
本

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
か
ら
も
土
産
や
記
念
品
と

し
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

商
品
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
キ
ャ
ッ
プ
、
ネ
ッ
ク
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
身
に
着
け
て
楽
し
い
も
の
の
ほ
か
、
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
や
水
筒
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
箸
セ
ッ
ト

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
多

彩
で
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
揃
え
、
魅
力
に
あ
ふ

れ
る
。

　

既
に
現
在
、
５
カ
所
の
「
道
の
駅
」
で
東
京
２
０

２
０
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
の
取
り
扱
い
を
開
始
。

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
、
地
方
も
巻
き
込
み
な

が
ら
国
内
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
高
め
る
べ
く
、
今
後

「
道
の
駅
」
の
取
り
扱
い
店
舗
を
順
次
拡
大
し
て
い

く
予
定
だ
。

明治の森・黒磯
阿美豊管理事務所長

　森に囲まれ自然あふれる敷地面積7.5

栃木県那須塩原市青木 27
県道 369 号　TEL.0287-63-0399

㌶の道の駅。農産物直売所に、清流那珂川の源流
域と那須高原の光で育った朝採り新鮮野菜が並び
ます。生乳生産額本州１位の酪農地帯で、牛乳原
料のジェラートも人気。国重要文化財に指定され
ている「旧青木家那須別邸」も鎮座しています。

山之口
犬童吉弘駅長

　とんがり屋根の物産館が特徴で、地

宮崎県都城市山之口町山之口 2304-6
国道 269 号　TEL.0986-57-5222

元の新鮮野菜やお土産品を取り揃えています。地
元牧場から直送の古代ロマンの味、和風チーズと
いわれる「甘乳蘇」のソフトクリームは一押しで
す。レストランの名物メニューは、生しいたけを
使った「しいたけ南蛮定食」で大人気です。

しょうない
相馬孝明駅長

　庄内平野に風車群が立ち並んでいる

山形県庄内町狩川外北割 97-1
国道 47 号　TEL.0234-56-3039

景色を一望できる農村レストランがあり、郷土
の素材を生かした定食や数種類の餅料理が自慢で
す。農産物直売所では山菜や米、花などは評判が
よく、春には山菜そば祭り、秋にはきのこそば祭
りなど四季折々のイベントが行われています。

福光
寺田洋二駅長

　地元の朝採れ野菜、米粉パン、総菜、

富山県南砺市中ノ江 16
国道 304 号　TEL.0763-52-4100

農産加工品や特産品を数多く取り揃えています。
福光紹興友好物産館は必見。当地出身で日中友好
に尽くした故松村謙三氏と故周恩来元首相出身地
の友好都市記念館で、中国の工芸品や絵画、雑貨
等を直輸入販売し飲茶コーナーも人気です。

湯の川
金築豊駅長

　出雲市の東の玄関口として、出雲神

島根県出雲市斐川町学頭 825-2
国道 9号　TEL.0853-73-9327

話に登場する八上姫の石像・湯の川温泉の足湯
でお出迎えをしております。店内では、宍道湖
産活しじみ・出西生姜が人気で、これらの食材
を使用したしじみご飯、生姜カレー、生姜ソフ
トそして、斐川の鉢花などがおススメです。

飛騨街道 なぎさ
下田進市駅長

　建物のデザインは縄文時代の竪穴住居を

岐阜県高山市久々野町渚 2685
国道 41 号　TEL.0577-52-4100

イメージした造りになっています。とれたて野菜の直
売所、焼き立てパン・ジェラートコーナー、見学でき
る加工場などがあり、冬季限定の「アップルパイ」は
予約をしないと手に入らないほど。リンゴとトマトの
ジュースは100％純の濃厚な味わいが人気！

　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

　■
道
の
駅

　あ
り
が
と
う

　
　

☆
笑
顔
が
出
た
！　

28
号

　

愛
媛
の
旅
の
途
中
で
寄
っ
た
道
の

駅
で
、
み
か
ん
１
０
０
％
手
づ
く
り

ジ
ュ
ー
ス
に
出
合
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
で
い
て
思
い
を
断

ち
切
り
た
く
て
旅
し
て
い
た
の
で
す

が
、
ジ
ュ
ー
ス
を
ご
く
ん
と
飲
ん
だ
ら

自
然
に
笑
顔
が
出
て
き
ま
し
た
。
本
当

に
お
い
し
い
も
の
っ
て
、
人
の
心
を
幸

せ
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
ね
！
（
愛
知

県
日
進
市　

パ
ー
ト
・
36
歳
）

☆
熱
く
語
る
地
元
歴
史　

38
号

　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
立
ち
寄
っ
た
熊
本
県

の
道
の
駅
に
、
地
元
の
歴
史
を
熱
く
語

る
職
員
が
い
ま
し
た
。
西
南
戦
争
の
激

戦
地
、
田
原
坂
が
近
く
と
の
こ
と
に
歴

史
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
郷
土
を
愛

し
人
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
熱
意
に
感

動
し
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
地
元
食
材
を
使
っ
た
名
物
料

理
も
滋
味
に
と
ん
で
い
て
、
ぜ
ひ
も
う

一
度
行
き
た
い
道
の
駅
で
す
。（
兵
庫

県
加
古
川
市　

主
婦
・
58
歳
）

☆
心
と
体
あ
っ
た
か　

40
号

　

年
こ
し
を
し
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

家
に
行
く
時
と
帰
り
に
い
つ
も
、
道
の

駅
石
神
の
丘
に
よ
り
ま
す
。お
正
月
は
、

お
い
し
い
お
ぞ
う
に
と
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

の
ふ
る
ま
い
が
あ
る
の
で
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
イ
ン
ス
タ

☆
ガ
レ
キ
に
泣
け
て　

34
号

　

夫
婦
で
宮
城
県
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
、
が
れ
き
の
痛
々
し
さ
を
前
に
、

い
く
ど
涙
し
た
か
。
泣
け
て
き
て
…
そ

れ
を
見
て
地
元
の
人
に
「
ガ
ン
バ
レ
！

　

ガ
ン
バ
レ
！
」
と
は
と
て
も
言
え
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
ゆ
っ
く

り
、
ゆ
っ
く
り
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
し
か
言
葉
に
し
て
言
え
な
い
で

す
。
写
真
な
ど
の
整
理
の
お
手
伝
い
も

さ
せ
て
も
ら
い
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た

思
い
で
し
た
。（
大
阪
府
枚
方
市　

主

婦
・
66
歳
）

☆
震
災
を
語
り
継
ぐ　

40
号

　

仕
事
で
釜
石
に
滞
在
し
、
津
波
被
害

の
ひ
ど
か
っ
た
両
石
町
の
海
嘯
記
念
碑

を
毎
日
見
て
い
ま
し
た
。
震
災
を
忘
れ

な
い
よ
う
、
語
り
継
ぐ
よ
う
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
探
し
ま
す
。（
青
森
県

弘
前
市　

公
務
員
女
性
・
33
歳
）

　■
ル
ー
ト
プ
レ
ス
で
知
っ
た

　

☆
若
き
母
を
思
う　

13
号

　

中
国
に
出
征
し
た
父
が
帰
還
す
る
ま

で
２
年
間
、
母
は
１
日
も
休
ま
ず
村
の

鎮
守
の
森
の
神
様
に
お
参
り
し
ま
し

た
。
仕
事
を
終
え
夕
食
を
済
ま
せ
る
と

僕
を
お
ん
ぶ
し
、
兄
の
手
を
引
い
て
か

な
り
の
道
の
り
を
往
復
す
る
の
で
す
。

胸
中
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
か
、「
お
も

し
ろ
万
葉
集
」
を
読
ん
で
今
は
亡
き
母

を
思
い
ま
し
た
。（
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市　

農
業
・
67
歳
）

☆
意
表
突
か
れ
た　

20
号

　
「
海
外
に
広
が
る
ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ

ｅ
ｋ
ｉ
」
は
、
意
表
を
突
か
れ
た
記
事

で
し
た
。
道
の
駅
が
海
外
ま
で
！
と
新

鮮
な
印
象
、
新
た
な
発
見
で
、
と
て
も

面
白
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
新
潟
県
村
上
市　

事
務
員
・
41
歳
）

☆
老
人
会
で
発
表　

21
号

　

本
紙
を
い
つ
も
読
み
、
老
人
会
の
定

ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
も
お
い
て
あ
っ
た

の
で
、
お
母
さ
ん
が
「
い
い
ア
イ
デ
ア

だ
ね
」
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
み

ん
な
、体
と
心
が
あ
っ
た
ま
り
ま
し
た
。

ご
ち
そ
う
さ
ん
、
ま
た
よ
り
ま
す
ね
。

（
岩
手
県
盛
岡
市　

小
学
３
年
生
女
子
・

９
歳
）

☆
道
の
駅
に
転
職　

40
号

　

道
の
駅
が
大
好
き
す
ぎ
て
、
今
年
１

月
に
道
の
駅
へ
転
職
し
ま
し
た
。
毎
日

毎
日
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
大
満
足

で
す
!!　

が
ん
ば
り
ま
す
♥
（
青
森
県

上
北
郡　

会
社
員
女
性
・
31
歳
）

　■
道
の
駅
め
ぐ
り

　
　
　
　
　

☆
料
理
の
先
生
！　

14
号

　

定
年
退
職
し
た
主
人
と
毎
週
の
よ
う

に
道
の
駅
へ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
元

の
野
菜
を
使
っ
た
奥
さ
ん
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
に
、
へ
え
ー
、
こ
ん
な
組
み
合
わ

せ
も
あ
る
ん
だ
と
び
っ
く
り
！　

材
料

と
味
付
け
を
記
憶
し
て
家
で
試
作
し
、

煮
物
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
感
謝
し

て
ま
す
。
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
料

理
の
先
生
で
す
。（
千
葉
県
富
里
市　

主
婦
・
52
歳
）

☆
復
興
活
動
の
拠
点
役　

38
号

　

毎
年
参
加
の
Ｇ
Ｗ
恒
例
道
の
駅
ラ

リ
ー
、
今
回
は
地
元
の
よ
さ
を
見
つ
め

例
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
県
内
名
所
を
巡
り
、

道
の
駅
で
昼
食
、
新
鮮
な
野
菜
買
い
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
お
か

げ
で
全
員
元
気
。（
鳥
取
県
出
雲
市　

無
職
・
81
歳
）

☆
愛
あ
る
人
格
教
育　

41
号

　

＞

シ
リ
ー
ズ
「
国
土
教
育
」
学
校

教
育
に
お
け
る
過
疎
地
域
振
興
の
位
置

づ
け

＜

の
記
事
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
高
齢
者
へ
の
Ｉ
Ｔ
教
育
や
地
域
住

民
が
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
次
世
代
を
担
う
中
学

生
の
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
の

は
、
愛
情
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
い

人
格
が
育
つ
に
違
い
な
い
と
感
心
し
ま

し
た
。（
香
川
県
高
松
市　

主
婦
・
55
歳
）

　■
読
者
の
声
フ
ァ
ン

　
　
　
　

☆
私
も
い
つ
か
投
稿　

40
号

　

読
者
の
声
ら
ん
が
、
誠
に
お
も
し
ろ

い
！　

皆
さ
ん
、
ユ
ー
モ
ア
あ
り
セ
ン

ス
あ
り
、
笑
い
あ
り
泣
き
あ
り
。
道
の

駅
も
人
の
交
流
の
場
で
す
が
、
ル
ー
ト

プ
レ
ス
読
者
ら
ん
も
な
か
な
か
！　

知

恵
者
の
皆
さ
ん
に
は
気
お
く
れ
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
話
が
あ
っ
た
ら
、
投
稿
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。（
千
葉
県
長
生
郡　

無
職
女
性
・
41
歳
）

☆
三
陸
道
開
通
近
い　

44
号

　

そ
う
だ
、
な
ど
と
思
い
な
が
ら
「
読

者
の
声
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。
北
海
道

直
そ
う
と
福
島
県
内
を
回
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
居
住

制
限
区
域
を
通
り
抜
け
、
立
ち
寄
っ
た

道
の
駅
で
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
窓
口
を
見
つ
け
ま
し
た
。
復

興
活
動
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

道
の
駅
、
素
晴
ら
し
い
。（
福
島
市　

公
務
員
女
性
・
49
歳
）　

☆
亡
夫
の
挑
戦
完
走　

46
号

　

主
人
の
運
転
で
四
国
道
の
駅
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
２
０
１
４
に
挑
戦
し
て
い
た

が
小
豆
島
の
３
駅
を
残
し
昨
年
、
主
人

は
他
界
。
代
わ
り
に
妹
に
同
行
し
て
も

ら
い
完
全
走
破
認
定
書
を
も
ら
い
ま
し

た
。
夫
と
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
く
れ
た
道
の
駅
あ
り
が
と
う
。

（
愛
媛
県
松
山
市　

主
婦
）

☆
よ
う
こ
そ
海
道
へ　

46
号

　

四
国
の
愛
媛
県
今
治
と
広
島
県
尾
道

を
結
ぶ
本
州
四
国
連
絡
橋
「
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
」。
日
本
で
初
め
て
の
海

峡
横
断
自
転
車
道
が
設
け
ら
れ
五
つ
の

道
の
駅
を
結
ん
で
い
る
。
愛
媛
県
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
普
及
に
全
県
を
あ
げ
て
取

り
組
み
、
急
増
し
て
い
る
訪
日
外
国
人

の
道
案
内
役
と
し
て
ブ
ル
ー
側
線
を
施

し
た
国
際
標
識
＝
写
真
＝
も
明
示
し
て

い
ま
す
。（
愛
媛
県
西
宇
和
郡　

無
職

男
性
・
77
歳
）

　■
東
日
本
大
震
災
と
防
災

　
　

☆
未
来
へ
引
き
継
ぐ　

33
号

　

震
災
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な

い
く
ら
い
の
体
験
で
し
た
が
、
第
32
号

を
読
ん
で
先
祖
先
人
が
乗
り
越
え
て
き

た
戦
災
、
風
水
害
、
震
災
な
ど
幾
多
の

の
方
が
三
陸
海
岸
で
砂
利
運
び
の
ト

ラ
ッ
ク
を
見
て
復
興
事
業
の
こ
と
を

思
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
は
、
特
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
三
陸
道
も
も
う
少

し
で
開
通
し
ま
す
の
で
、
全
国
の
皆
さ

ん
、
岩
手
に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く

だ
さ
い
。
道
の
駅
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。（
岩
手
県
久
慈
市　

パ
ー
ト
女
性
・

60
歳
）

☆
地
元
の
誇
り
応
援　

49
号

　

退
職
し
た
職
場
仲
間
が
地
元
の
村
に

あ
る
道
の
駅
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
観

て
、
一
安
心
し
ま
し
た
。
木
工
や
郷
土

料
理
作
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
充

実
、
土
・
日
曜
日
は
マ
イ
カ
ー
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
地
元
に
誇
れ
る
物
産
が

あ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
自
称
応
援
団

長
を
し
て
い
ま
す
。（
愛
知
県
新
城
市
・

教
員
男
性
・
46
歳
）

　

＊
編
集
部
よ
り　

こ
の
投
稿
主
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
石
塚
自
森
さ
ん
）
か
ら
、
お

か
げ
で
い
ろ
い
ろ
反
響
が
あ
り
、
ふ
る

さ
と
の
思
い
出
を
ま
と
め
た
自
著
が
好

評
で
重
版
に
な
る
、
と
著
書
＝
写
真
＝

が
届
き
ま
し
た
。「
書
く
喜
び
が
身
に

つ
い
た
の
は
ル
ー
ト
プ
レ
ス
へ
の
投
稿

が
き
っ
か
け
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　■
ち
ょ
っ
と
ひ
と
言

　
　
　
　

☆
近
県
の
情
報
も　

６
号

　

伊
勢
神
宮
に
お
参
り
し
翌
日
は
滋
賀

県
の
信
楽
町
に
寄
ろ
う
と
、
途
中
の
道

の
駅
で
情
報
収
集
し
ま
し
た
が
、
三
重

県
内
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
役
に
立
ち

困
難
が
あ
っ
た
こ
と
を
か
み
し
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
の
時
代
の
地

震
、
津
波
、
原
発
の
同
時
災
害
を
乗
り

越
え
る
こ
と
で
、未
来
の
日
本
人
に「
引

き
継
ぐ
力
」
を
伝
え
た
い
と
改
め
て
思

い
直
し
ま
し
た
。
道
の
駅
が
心
の
安
ら

ぎ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
。（
茨

城
県
日
立
市　

パ
ー
ト
職
員
・
64
歳
）

☆
物
の
有
難
さ
知
る　

34
号

　
「
千
年
桜　

耐
え
て
見
つ
め
て
春
爛

漫
」
の
写
真
を
見
て
思
わ
ず
「
キ
レ
イ

〜
！
」と
口
に
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
然
の
明
る
さ
や
美
し
さ
は
、
本
当
に

私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え

て
く
れ
ま
す
ね
。
日
本
が
今
こ
そ
心
を

一
つ
に
し
て
前
向
き
に
進
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
。
節
約
、
節
電
、

節
水
な
ど
、
も
っ
と
前
か
ら
で
き
て
い

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
震
災
が
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
物
の
有
難
さ
。
し
っ

か
り
と
子
供
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
栃
木
県
佐
野
市　

主
婦
・
30
歳
）

☆
帰
宅
ま
で
頑
張
る　

34
号

　

第
33
号
の
「
社
会
貢
献
『
絆
の
種
』

育
む
」
の
見
出
し
が
目
に
入
り
、
手
に

し
ま
し
た
。
原
発
事
故
避
難
の
私
は
、

ま
っ
た
く
共
感
。
知
り
合
い
も
な
い
４

畳
半
一
間
の
仮
設
住
宅
で
愛
犬
と
の
生

活
で
す
が
、
帰
宅
で
き
る
日
ま
で
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
福
島
県
二
本

松
市　

主
婦
・
64
歳
）

ま
せ
ん
で
し
た
。
県
境
の
道
の
駅
は
隣

県
の
道
路
や
観
光
情
報
に
も
対
応
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
？
（
兵
庫
県
佐
用
町

　

自
営
業
・
52
歳
）

☆
マ
ナ
ー
の
問
題　

30
号

　

最
近
、
道
の
駅
利
用
者
の
マ
ナ
ー
が

よ
く
な
い
例
を
し
ば
し
ば
目
に
し
ま

す
。
ご
み
の
放
り
投
げ
、
吸
殻
ポ
イ
捨

て
、
缶
、
ビ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
置
き

去
り
…
。
さ
ら
に
ひ
ど
い
の
は
、
自
分

の
車
内
の
ゴ
ミ
袋
を
駅
の
ゴ
ミ
箱
に
押

し
込
ん
で
し
ま
う
人
。
ゴ
ミ
の
持
ち
帰

り
を
徹
底
す
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
教

育
が
必
要
な
よ
う
で
す
。（
福
島
市　

無
職
・
70
歳
）

☆
登
録
取
り
消
し
も
！　

39
号

　

道
の
駅
の
多
様
化
は
結
構
で
す
が
、

一
方
で
道
の
駅
の
統
一
感
を
損
ね
る
原

因
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
内
容
に
一
定
の
基
準
を
設
け
て

明
示
し
、
そ
れ
を
満
た
せ
な
い
と
こ
ろ

は
登
録
認
定
を
取
り
消
す
く
ら
い
の
厳

し
さ
で
臨
ま
な
い
と
、
道
の
駅
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
安
っ
ぽ
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
と
考
え
ま
す
。「
売
店
付
き
公

衆
便
所
」
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
金
沢
市　

会
社
員
男
性
・
42
歳
）

☆
商
品
等
独
自
採
点　

47
号

　

主
人
と
道
の
駅
め
ぐ
り
を
は
じ
め
、

半
年
で
千
葉
県
内
26
駅
を
制
覇
し
ま
し

た
。
な
ん
と
な
く
寄
っ
て
い
た
道
の
駅

も
目
的
と
し
て
行
く
と
い
ろ
い
ろ
気
づ

き
ま
し
た
。
写
真
の
よ
う
に
大
豆
の
お

肉
の
お
も
し
ろ
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
あ
り

ま
す
。帰
っ
て
記
録
を
ア
ル
バ
ム
化
し
、

独
断
で
５
点
評
価
し
て
い
ま
す
。
珍
し

い
野
菜
や
料
理

は
試
食
、
レ
シ

ピ
配
布
が
あ
る

と
い
い
の
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
。

（
千
葉
県
富
津

市　

主
婦
・
64

歳
）



2017年（平成29年）３月第50号

進
む
中
山
間
地
域
を
抱
え
、
後
継

者
不
足
や
若
者
の
県
外
流
出
に
悩

む
宮
崎
県
な
ど
の
地
域
は
、
持
続

可
能
な
地
域
創
成
と
地
域
産
業
の

振
興
が
何
よ
り
重
要
で
、
風
景
街

道
の
活
動
に
も
期
待
が
か
か
る
。

本
紙
も
連
載
で
紹
介

　
　

　創
刊
50
号
を
機
に
本
紙
と
風
景

街
道
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

　本
紙
が
、
日
本
風
景
街
道
の
活

動
を
初
め
て
紙
面
掲
載
し
た
の
は

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
７
月
の

第
８
号
。
６
面
全
部
を
使
い
、
動

き
始
め
た
活
動
や
取
り
組
み
の
意

義
を
展
望
し
た
。
日
本
風
景
街
道

戦
略
会
議
（
会
長
奥
田
碩
日
本
経

団
連
会
長
＝
当
時
）
が
「
風
景
街

道
」
の
理
念
、
目
的
、
仕
組
み
な

ど
を
提
言
し
た
こ
と
は
07
年
４
月

の
13
号
で
紹
介
し
た
。

　同
年
10
月
の
15
号
１
面
で
日
本

風
景
街
道
の
登
録
開
始
を
報
じ
、

連
載
第
１
回
は
２
～
３
面
見
開
き

で
島
根
県
松
江
市
周
辺
の
ル
ー
ト

「
ご
縁
を
つ
な
ぐ
神
仏
の
通
ひ
路
」

の
活
動
を
紹
介
。
16
号
か
ら
は
４

～
５
面
見
開
き
で
連
載
が
定
着
。

第
１
次
連
載
は
予
告
編
を
含
め
９

回
続
い
た
。

　風
景
街
道
の
活
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
12
年
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
制
定
。
本
紙
も
８
月
の
35
号

で
「
日
本
風
景
街
道 

登
録
１
２

７
ル
ー
ト
全
国
図
」（
12
年
３
月

当
時
）
を
掲
載
＝
写
真
。
地
域
活

性
化
へ
の
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　第
36
号
（
12
年
11
月
）
で
は
、

　人
は
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
で
充
実
し

た
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
資

格
を
目
指
し
て
勉
強
も
す
る
し
、

難
関
大
学
を
突
破
し
て
そ
の
後
の

人
生
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
と

思
う
人
も
、
よ
り
高
度
な
研
究
に

励
み
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　一
生
懸
命
働
い
て
収
入
を
増
や

し
、
身
の
回
り
を
美
し
く
飾
っ
た

り
、
洋
服
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
り

た
い
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
人
ご
と
に
好
ま
し
い

と
す
る
環
境
を
得
る
こ
と
で
、
人

々
の｢

幸
福
」
の
か
な
り
の
部
分

は
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
夫
婦
関
係
の
よ
う
に
個

人
だ
け
の
努
力
で
は
達
成
で
き
な

い｢

幸
福
」
も
あ
り
ま
す
。
友
人

関
係
や
上
司
・
部
下
と
の
関
係
も

同
様
で
す
が
、
相
手
を
尊
重
し
尊

敬
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
相
手
か

ら
の
評
価
も
得
ら
れ
て
、
そ
の
人

間
関
係
が
作
り
だ
す｢

幸
福
」
環

境
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　し
か
し
、
こ
う
し
た
自
分
や
回

り
の
人
間
関
係
か
ら
で
は
得
よ
う

の
な
い
「
幸
福
」
も
あ
る
の
で
す
。

わ
か
り
や
す
い
の
が
、
家
の
前
の

街
路
の
樹
木
が
立
派
で
美
し
い
か

ら｢

わ
が
家
の
誇
り
」
に
な
っ
て

い
る
と
か
、
歩

道
が
幅
広
く
安

全
に
歩
け
る
か

ら｢

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　上
水
道
が
家
庭
に
つ
な
が
る
こ

と
で
お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も
飲

め
、
下
水
道
が
快
適
さ
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
道
路
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
か
ら
新
聞

も
宅
配
便
も
キ
チ
ン
と
届
き
ま
す
。

　こ
れ
ら
が
も
た
ら
す｢

幸
福
」

は
、
個
人
や
少
数
の
人
間
の
努
力

で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。｢

み
ん
な
が
、
み
ん
な
の

た
め
に
、
み
ん
な
の
力
や
金
で
行

う
」
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
達
成
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
こ

の
公
共
の
効
用
が
認
識
し
に
く
く

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
の
で
す
。

　人
々
の
暮
ら
し
（
＝
幸
福
）
は
、

公
共
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
基

礎
に
敷
き
、
そ
の
う
え
に
個
人
の

努
力
で
獲
得
し
た
も
の
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
た
い
の
で
す
。

個
人
の
努
力
で
得
ら
れ
な
い
も
の
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　日
本
風
景
街
道
大
学
が
１
月
、

宮
崎
大
学
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
生
み
出
す
～
地
域
の
力
」。
資

源
・
魅
力
・
誇
り
・
つ
な
が
り
・

お
金
…
…
主
体
に
よ
っ
て
生
み
出

す
物
の
と
ら
え
方
は
多
様
だ
。
生

み
出
す
こ
と
で
何
を
も
た
ら
す
の

か
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
な
ど
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
講
義
が
あ
っ
た
。

　内
容
は
「
風
景
街
道
大
学
の
趣

旨
」「
地
域
資
源
を
ク
リ
エ
イ
ト
す

る
プ
ロ
セ
ス
」「
全
国
の
取
り
組
み

～
地
域
資
源
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ク

リ
エ
イ
ト
の
現
場
か
ら
～
各
地
の

　ロゴマークはコシノジュ
ンコさんが手がけ、日本の
象徴富士山をモチーフに、
歴史や文化が道路を介して
未来へと続いていくことへ
の願いをこめて表現した。

国
土
文
化
再
興
へ
日
本
風
景
街
道
大
学

宮崎大学で開かれた風景街道大学

ひない
小林清一郎駅長

　日本三大美味鶏「比内地鶏」の本場。

秋田県大館市比内町扇田新大堤下 93-11
国道 285 号　TEL.0186-55-1000

レストランでは「きりたんぽ鍋」「親子丼」をは
じめ比内地鶏料理を堪能できます。「直売所・とっ
と館」で地元農家の新鮮野菜や漬物、地鶏肉等を
販売しており、比内地鶏の卵を使ったプリン・ソ
フトクリーム、地鶏焼き鳥が大変好評です。

中条
下内光雄駅長

　長野市と白馬村を結ぶオリンピック

長野市中条住良木 1704
県道 31 号　TEL.026-267-2188

道路沿いにあります。自然豊かな田園風景と北ア
ルプス、信州百名山の虫倉山を眺めながら心身と
もリフレッシュしてください。食堂では「郷土料
理おぶっこ」、売店では「笹おやき」「豆乳ドーナツ」
が大人気。お土産には6次産業化産品をどうぞ。

国上
相田信駅長

　良寛さまが庵を結ばれた国上山麓に

新潟県燕市国上 5866-1
県道新潟寺泊線　TEL.0256-98-0770

位置し、北は飯豊連峰から越後山脈、南の谷川連
峰が眺望され、残雪や朝焼けは感動です。公園や
日帰り温泉、足湯があり、野菜市がにぎわい、売店、
食事処が完備しています。弥彦神社～寺泊魚市場
の中間にあって交通の便が良く、休憩に最適です。

永代橋（東京都江東区・中央区）明石海峡大橋（兵庫県神戸市垂水区・淡路市岩屋）

ルートプ
レス50号おめでとう

挑
戦
」
な
ど
。
事
例
と
し
て
「
日

南
海
岸
恋
人
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
」

と
「
鵜
戸
神
宮
と
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　風
景
街
道
の
運
動
を
広
め
、
深

め
よ
う
と
い
う
風
景
街
道
大
学
と

い
う
公
開
講
座
は
、
宮
崎
大
学
で

は
数
回
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
大

学
に
昨
年
４
月
「
地
域
資
源
創
成

学
部
」
と
い
う
新
た
な
学
部
が
開

設
さ
れ
た
。
教
授
に
就
任
し
た
熊

野
稔
氏
は
、「
道
の
駅
」
の
制
度
創

設
前
か
ら
道
の
駅
に
関
わ
っ
て
き

た
道
の
駅
の
研
究
者
。
地
方
創
生

に
は
、
道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連

携
強
化
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
話
す
。

　日
本
風
景
街
道
は
、
郷
土
愛
を

育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力
・
美
し

さ
を
発
見
、
創
出
し
、
様
々
な
主

体
が
協
働
し
て
景
観
、
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
て
国
民
的
な
原
風
景
を
創
成

す
る
運
動
を
促
す
こ
と
で
地
域
活

性
化
、
観
光
振
興
に
寄
与
し
、
国

土
文
化
再
興
に
役
立
て
る
の
が
目

的
で
あ
る
。

　風
景
街
道
大
学
も
公
開
講
座
と

し
て
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

道
路
と
道
の
駅
そ
の
も
の
の
景
観

向
上
と
、
道
路
と
道
の
駅
か
ら
見

た
風
景
の
景
観
向
上
と
い
っ
た
、

風
景
街
道
と
道
の
駅
と
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
と
熊
野
教
授
。
宮
崎

大
学
に
誕
生
し
た
新
学
部
は
、
そ

の
担
い
手
に
う
っ
て
つ
け

だ
。　地

域
社
会
は
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
な
ど
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に

全
国
初
の
風
景
街

道
サ
ミ
ッ
ト
の
模

様
を
詳
報
。
以
後

49
号
ま
で
、
毎
号

２
カ
所
程
度
ル
ー

ト
を
紹
介
、
欠
か

さ
ず
掲
載
し
て
き

た
。

2017年（平成29年）３月 第50号

■東京湾岸で国際森林デーイベント
　毎年 3 月 21 日は、森林や樹木に対する意識を高める記念日
として国連総会で定めた「国際森林デー」。わが国でもこの日
を中心に各地で関連イベントが実施されているが、林野庁、東
京都港湾局、公益社団法人国土緑化推進機構、同森林文化協会
などで組織する実行委員会は 3 月 25 日午後、東京湾岸の埋め
立て地「海の森」で、「『国際森林デー 2017 みどりの地球を未
来へ」～海の森と国際交流～』を中央行事として開催する。
　駐日各国大使館や国際機関の職員と家族、公募に応じた一般
市民が参加、海の森で植林をした後、周辺を見学したり国を分
け隔てしない交流を楽しんだりする。

■木材活用の知恵テーマに討論
　「いま　なぜ木か――日本が世界に誇れるもの」をタイトル
に掲げるフォーラムが 3 月 20 日、東京・中央区京橋のイトー
キ東京イノベーションセンターで開催される。公益財団法人国
土緑化推進機構、毎日新聞社などの主催。
　地球温暖化防止に有効であるとして、木材の活用は今や世界
の潮流といわれるが、日本はどうだろうか。木材を活用するユ
ニークなコンセプトで新国立競技場の設計を担った建築家隈研
吾氏と、宮大工西岡常一氏ただ一人の内弟子となった小川三夫
氏による基調講演の後、小川氏と学識者らによるパネルディス
カッションが行われる。

■熊本復興支援「くまモン」バッチ
　公益社団法人国土緑化推
進機構は、熊本地震の復興
支援に目的を限定した「緑
の募金」活動を展開してい
るが、募金呼びかけのため
熊本県産のスギを使用し
て、「くまモン」の顔を形
どった木製チャリティ・ピ

ンバッチを熊本県内で製作した＝写真。募金呼びかけのイベン
トなどで配布しているが、東日本大震災復興支援以来続けてい
る「みどりの力で、日本を元気に」という復興アクションの趣
旨をさらに広くＰＲするため、募金や募金活動への協力を申し
込む人には特別に配布することにした。
　同機構ホームページ（http://www.green.or.jp）の「お問い
合わせ」（または電話：03-3262-8451）に必要事項を記入し、
届いたピンバッチに同封の振込用紙で募金または募金活動協力
を申し込む。
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　平
成
５
年
に
道
の
駅
の
登
録
案

内
制
度
が
始
ま
っ
て
今
年
で
24

年
。
発
足
当
初
の
１
０
３
駅
か
ら

今
で
は
全
国
１
１
０
７
カ
所
に
ま

で
増
え
ま
し
た
。
全
国
の
道
の
駅

に
無
償
配
布
を
続
け
て
き
た
道
の

駅
の
新
聞
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
も

記
念
す
べ
き
50
号
を
迎
え
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　私
は
、
平
成
３
年
に
山
口
県
で

社
会
実
験
に
参
加
し
て
以
来
、
道

の
駅
の
虜
に
な
り
全
国
行
脚
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
振
興
や
地
方
創

生
に
寄
与
す
る
道
の
駅
は
さ
ら
に

広
が
り
、
役
割
が
さ
ら
に
進
化
し

多
様
化
し
て
い
ま
す
。「
休
憩
、

情
報
発
信
、
地
域
連
携
の
機
能
を

持
つ
個
性
豊
か
な
賑
わ
い
の
場
」

の
定
義
を
持
つ
道
の
駅
は
、
地
元

地
域
資
源
を
直
売
し
、
あ
る
い
は

加
工
・
販
売
の
６
次
産
業
の
支
援

拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
災
害
支
援
系
と
し
て
、

今
で
は
度
重
な
る
大
地
震
等
の
災

害
を
支
援
す
る
機
能
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震

災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
と
、
道
の
駅

が
１
次
避
難
場
所
と
な
り
、
さ
ら

に
は
災
害
支
援
の
中
継
基
地
と
な

っ
て
、
道
路
利
用
者
は
じ
め
周
辺

地
域
の
人
々
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　過
疎
地
で
は
救
急
車
や
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
中
継
地
点
と
な
っ
て
患

者
の
輸
送
を
助
け
た
り
、
医
療
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
管

理
を
担
う
命
の
駅
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　福
祉
・
買
い
物
難
民
支
援
と
し

て
、
過
疎
地
や
中
山
間
地
域
で
は

生
活
を
し
て
い
く
の
に
、
食
料
品

等
の
買
い
物
に
難
儀
を
す
る
地
区

が
増
え
ま
し
た
が
、
道
の
駅
が
社

美
し
い
と
こ
ろ
に
作
り
ま
し
ょ
う

　

熊野稔教授

地域ぐるみで活性化に取り組む宮崎県の山間部の道の駅「酒谷」

景観楽しむ道の駅

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
等
を
活
用

し
て
独
居
老
人
の
宅
配
や
御
用
聞

き
、
安
否
確
認
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、人
材
育
成
の
場
と
し
て
、

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
、
職
員
研

修
の
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
27
年
２
月
、
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
と
宮
崎
大
学
と
が

道
の
駅
で
就
労
体
験
型
実
習
を
進

め
る
こ
と
を
合
意
し
、
全
国
初
と

な
る
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
職
員
の
研
修
の

場
や
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
高
校
生
の
地
元
産
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　電
気
自
動
車
の
充
電
場
所
、
Ｒ

Ｖ
パ
ー
ク
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
宿

泊
場
所
、
特
産
品
等
資
源
開
発
の

拠
点
、
地
域
の
観
光
案
内
・
予
約

場
所
、
情
報
提
供
の
窓
口
、
役
場

の
手
続
き
窓
口
、
地
区
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
流
空
間
な

ど
、
様
々
な
機
能
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
町
の
土
地
利
用
に
お
い
て

も
、
道
の
駅
を
中
心
に
生
活
の
拠

点
が
集
約
化
さ
れ
、
隣
接
し
て
コ

ン
ビ
ニ
や
店
舗
、
郵
便
局
な
ど
の

利
便
性
の
高
い
施
設
が
集
ま
り
、

地
方
創
生
を
支
援
す
る
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
と
し
て
機
能
し
て
き
ま

し
た
。

　車
を
運
転
し
て
道
の
駅
で
ほ
っ

と
す
る
居
場
所
を
提
供
し
、
景
観

の
美
し
い
と
こ
ろ
に
道
の
駅
が
で

き
る
と
、
観
光
場
所
と
し
て
も
景

観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
道
路
景
観
の
向
上
や
風
景

を
楽
し
む
こ
と
と
合
わ
せ
た
道
の

駅
が
、
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

きなんせ岩美
岡田康男駅長

　駅名は鳥取弁で「おいで下さい」の意。

鳥取県岩美町新井 337-4
国道 9号　TEL.0857-73-5155

「松葉ガニ」やピチピチの水産物、朝どれ野菜な
ど岩美の魅力を一堂に集めています。軽食店での
「千貫松カレー」、アニメ“Ｆree”をベースにした「サ
バ竜バーガー」、地酒 “瑞泉” を使ったケーキ「浦
富太郎」などのおみやげも好評です。

やまくに
井上孝親駅長

　清流・緑・ほたるがテーマで、6月に

大分県中津市山国町中摩 3485-4
国道 212 号　TEL.0979-62-3680

はほたる祭があります。一押しは地元野菜を主に
使った760円のバイキング。25品程の惣菜が並
び、中でもかぶりつき鶏セットは絶品です。地元
黒豚で作った「極上の肉みそ」は大人気で、スパ
ゲティーに野菜サラダにと使い方も豊富です。

アグリの郷栗東
水野晃男駅長

　すぐ横を東海道新幹線が走る珍しい

滋賀県栗東市出庭 961-1
県道片岡～栗東線　TEL.0120-10-7021

道の駅で、幸福の黄色い新幹線通過情報を店内
掲示しています。おすすめは、薬師ごぼう講の
伝統郷土料理をアレンジした「割木の巻寿し」。
２日間かけ炊き上げたごぼうと自家製豆乳を入
れた 17 層の厚焼玉子が人気のヒミツ。

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
教
授

熊
野
稔
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！

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
創
刊
50
号
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
亘

っ
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　「道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
４

月
１
０
３
カ
所
の
登
録
以
来
、
平

成
28
年
10
月
ま
で
に
１
１
０
７
カ

所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。休
憩
、

情
報
発
信
、
地
域
の
連
携
と
い
う

３
つ
の
機
能
に
加
え
、
防
災
機
能

が
強
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
地
方

創
生
の
拠
点
と
し
て
の
検
討
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
「
道

の
駅
」
が
地
方
創
生
と
防
災
の
拠

点
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　「道
の
駅
」
は
、
自
動
車
が
止

ま
る
こ
と
に
よ
り
地
域
と
の
接
点

が
で
き
、
地
域
と
の
協
働
が
生
ま

れ
、
官
と
民
及
び
道
路
利
用
者
と

沿
線
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
の
発
揮
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
創
刊
50
号
を
機
に
、
先
人
の

事
業
を
引
き
継
ぎ
発
展
し
な
が
ら

未
来
を
切
り
開
く
「
継
往
開
来
」

の
精
神
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
「
道
の
駅
」
が
更
に
進
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　「道
の
駅
」
の
初
登
録
以
来
四

半
世
紀
が
経
過
し
、
現
有
施
設
の

維
持
管
理
更
新
と
共
に
、
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
等
変
化
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
今
後
登
録
さ

れ
る
「
道
の
駅
」
も
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
念
頭
に
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な

対
応
が
求
め
ら
れ
、「
道
の
駅
」

間
と
周
辺
施
設
と
の
連
携
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
一
律
で
な
く
多

種
多
様
で
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

誠
実
且
つ
丁
寧
な
対
応
が
肝
要
で

す
。　車

か
ら
人
或
い
は
自
転
車
へ
、

モ
ノ
か
ら
コ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
へ
、

安
全
・
安
心
・
効
率
か
ら
快
適
・

環
境
・
健
康
へ
、
２
次
元
の
面
か

ら
３
次
元
の
立
体
空
間
の
活
用

へ
、
昼
間
か
ら
終
日
へ
等
々
の
課

題
に
対
し
、
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な

思
考
運
用
、
更
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
を
図
り
、「
道
の
駅
」

が
更
に
進
化
し
道
路
政
策
の
先
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　単
な
る
守
り
で
な
く
「
草
創
」

の
精
神
を
も
っ
て
、
時
代
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
「
守
成
」

し
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。
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創
刊
50
号
を
機
に
「
道
の
駅
」
の
更
な
る
進
化
を

　地
元
の
東
京
都
日
野
市
で
新
し

い
田
ん
ぼ
を
造
成
し
て
い
る
。
子

ど
も
農
園
（
仮
称
）
を
造
る
。
ま

ち
づ
く
り
農
園
と
し
て
も
良
い
か

も
し
れ
な
い
。
田
ん
ぼ
造
成
と
聞

い
て
驚
く
人
は
多
い
。
日
野
市
は

市
街
化
区
域
で
、
水
田
は
生
産
緑

地
と
い
え
ど
も
減
少
す
る
も
の

で
、
新
規
造
成
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　私
は
日
本
の
水
田
を
守
る
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
。
米
の

産
直
を
様
々
な
取
引
先
と
展
開

至
ら
な
い
。
稲
作
農
家
や
水
田
が

無
く
な
っ
て
も
生
活
と
関
係
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を
通

じ
て
消
費
者
に
田
ん
ぼ
を
意
識
し

て
も
ら
い
、
農
家
に
は
生
き
も
の

調
査
を
通
じ
て
国
民
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
よ
う
話
す
が
、
消
費
者

は
環
境
直
接
支
払
い
を
理
解
出
来

ず
、
国
土
と
し
て
の
水
田
を
守
る

意
識
は
芽
生
え
な
い
。
農
家
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
の
成
功
に
満
足

し
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
地
域

の
将
来
に
危
機
感
を
抱
か
な
い
。

「
豊と
よ

葦し
は
ら
の
み
ず
ほ
の
く
に

原
瑞
穂
国
」
は
最
終
段
階

を
迎
え
た
よ
う
に
思
う
。

　地
域
活
動
を
四
半
世
紀
続
け
て

き
た
。
当
初
は
「
交
流
」
を
切
り

口
に
、
都
市
農
業
研
究
会
を
通
じ

て
周
辺
農
地
や
用
水
の
保
全
活
動

を
し
、
ホ
タ
ル
の
里
を
作
っ
て
子

ど
も
た
ち
に
生
き
も
の
調
査
を
教

え
た
。
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て

「
炊
き
出
し
食
事
会
」
を
定
例
化
、

生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る
農
家

と
の
連
携
を
図
る
た
め
「
市
民
協

働
マ
ル
シ
ェ
」
で
玄
米
の
量
り
売

り
販
売
も
し
て
い
る
。
地
域
の
田

ん
ぼ
を
守
る
こ
と
が
目
的
な
の
で

産
地
・
銘
柄
・
年
産
は
明
記
せ
ず
、

生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る
農
家

が
作
っ
た
米
と
い
う
情
報
だ
け
を

開
示
し
て
い
る
。

　周
辺
の
田
ん
ぼ
で
子
ど
も
た
ち

の
稲
作
体
験
と
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
が
農
家
の
考
え
方
は
基

本
的
に
変
わ
ら
ず
、
市
も
農
業
委

員
会
も
発
想
の
転
換
は
な
い
。

　そ
ん
な
状
況
下
で
子
ど
も
農
園

を
始
め
る
。
造
成
地
は
農
地
で
は

な
く
15
年
前
か
ら
地
域
活
動
を
し

て
い
る
拠
点
の
中
で
、
数
年
後
に

は
都
市
計
画
公
園
に
な
る
。
市
も

長
年
の
地
域
活
動
の
成
果
を
認

め
、
田
ん
ぼ
造
成
を
認
め
た
。
こ

れ
ま
で
の
造
成
費
や
農
業
倉
庫
設

置
費
は
私
た
ち
の
資
金
で
賄
い
、

補
助
金
は
な
い
。
子
ど
も
農
園
活

動
に
参
加
す
る
団
体
を
構
成
メ
ン

バ
ー
と
し
て
運
営
す
る
。

　子
ど
も
農
園
に
よ
っ
て
周
辺
の

市
民
や
農
家
の
意
識
改
革
も
期
待

で
き
る
。
周
辺
農
家
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
周
辺
神
社
か
ら
も
神
様

に
参
加
し
て
も
ら
う
。
今
年
の
計

画
で
は
抜ぬ
い

穂ぼ

祭
や
新に
い
な
め嘗
祭
な
ど
神

事
の
真
似
事
を
し
て
、
神
社
の
氏

子
獲
得
に
も
貢
献
し
た
い
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　「道
の
駅
」
の
運
営
の
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
た
い
。
平
成

26
年
度
か
ら
重
点
「
道
の
駅
」

制
度
が
始
ま
り
、28
年
度
は「
住

民
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
と
し
て
道

の
駅
６
駅
を
選
定
。「
地
域
住

民
へ
の
公
共
福
祉
」
が
、
向
か

う
べ
き
方
向
の
１
つ
と
し
て
明

確
に
さ
れ
た
。

　民
間
企
業
も
社
会
的
責
任

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
問
わ
れ
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
も
地

産
地
消
の
取
り
組
み
や
高
齢
者

生
活
支
援
な
ど
で
行
政
と
連
携

し
、
公
共
的
な
尺
度
で
道
の
駅

と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
。
コ
ン

ビ
ニ
は
本
社
が
提
供
す
る
店
舗

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
流
通
機
構

に
よ
り
、
素
人
で
も
利
益
が
上

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
構
築

さ
れ
、
利
益
を
確
保
し
た
上
で

の
公
共
福
祉
貢
献
で
あ
る
。

　「道
の
駅
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
な
る
地
域
連
携
策
を
自

由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
。
自
由

に
は
責
任
も
伴
う
。
設
置
者
の

市
町
村
の
一
部
で
は
施
設
整
備

が
目
的
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

は
後
回
し
で
、
建
物
の
設
計
と

建
設
の
補
助
金
獲
得
に
関
心
が

集
中
、
危
う
さ
を
感
じ
る
。

　宮
城
県
大
河
原
町
は
平
成
24

年
、「
道
の
駅
が
赤
字
を
生
む
」

と
、
整
備
の
是
非
が
町
長
選
の

争
点
に
な
っ
た
。
施
設
整
備
で

な
く
、
真
に
地
域
振
興
に
有
効

な
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
「
道
の

駅
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
」

が
政
策
な
ら
争
点
に
は
な
ら
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

　成
功
し
て
い
る
道
の
駅
の
多

く
は
、
地
元
の
１
次
産
品
が
店

舗
の
棚
を
埋
め
て
い
る
。
そ
れ

を
原
料
に
様
々
な
加
工
品
を
開

発
、
そ
の
利
益
を
活
用
し
て
生

産
力
増
強
や
品
質
向
上
、
新
商

品
開
発
に
取
り
組
む
。
こ
う
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が

道
の
駅
成
功
へ
の
最
初
の
ス
テ

ッ
プ
だ
。
農
協
の
流
通
シ
ス
テ

ム
に
割
り
込
み
、
道
の
駅
に
一

定
量
の
農
産
物
を
流
通
さ
せ
る

に
は
工
夫
と
労
力
が
必
要
で
Ｗ

ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
が
望
ま
れ
る
。

　あ
る
人
は
雇
用
さ
れ
、
別
の

人
は
出
荷
額
が
増
え
、
別
の
人

は
起
業
し
、
地
域
で
自
己
実
現

し
て
皆
が
幸
せ
に
な
る
。
そ
れ

ら
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
具
体
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
だ
。

力
を
持
っ
た
プ
ロ
の
人
材
確

保
、
首
長
に
よ
る
関
係
者
へ
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
要
に
な
る
。

　地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
道
の
駅
が

地
域
の
経
済
的
利
益
と
働
く
人

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

行
政
事
務
の
受
託
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
で
公
共
の
福
祉
へ
の
貢
献
を

果
た
せ
れ
ば
理
想
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
道
の
駅
」

豊富な農産物と
人で溢れる直売
コーナー【あ・ら・
伊達な道の駅】

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 子
ど
も
農
園
か
ら
国
土
回
復
を

し
、
米
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

仕
組
み
を
創
り
、
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
を
全
国
展
開
、
生
物
多

様
性
の
取
り
組
み
を
基
に
水
田
づ

く
り
を
進
め
た
。
結
果
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
ト
キ
の
放
鳥
が
可
能
に
な

り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
会
議
で
は
「
水

田
決
議
」
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　し

か
し
、
日
本
で
は
水
田
を
含

め
た
地
域
環
境
を
保
全
す
る
環
境

直
接
支
払
い
は
定
着
せ
ず
、
水
田

減
少
は
続
く
。
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
生
産
緑
地
で
も
、
相
続
税

支
払
い
で
水
田
は
宅
地
転
用
さ
れ

続
け
て
い
る
。

　Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
放
棄
し
た
ア
メ

リ
カ
が
保
護
貿
易
政
策
や
２
国
間

交
渉
に
移
れ
ば
、
関
税
に
よ
る
日

本
の
農
業
保
護
策
は
破
綻
す
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括

的
経
済
連
携
）
に
移
っ
て
３
期
作

を
中
心
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
米
栽
培
で
日
本
の
稲
作
が

苦
境
に
立
つ
の
は
必
定
だ
。

　稲
作
農
家
が
潰
れ
て
も
海
外
か

６

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

ら
安
く
美
味
し
い
有
機
米
を
輸
入

す
れ
ば
良
い
と
考
え
、
日
本
人
は

殆
ど
危
機
感
を
持
た
な
い
。
美
味

し
さ
や
安
全
性
、
価
格
は
問
題
に

す
る
が
、
水
田
や
農
家
に
は
思
い

山田錦発祥のまち・多可
藤井英延施設長

　兵庫県の真ん中に位置し京阪神から

兵庫県多可町中区岸上 281-1
国道 427 号　TEL.0795-20-7087

車で1時間半の歴史と自然あふれる山間にあり、
「ちょこっと不便な田舎町」です。日本一の酒造
米「山田錦」に加え、手すき和紙「杉原紙」、「敬
老の日」の３発祥地。県内最小規模ですが、小さ
くともキラッと光る道の駅を目指しています。

柿の郷くどやま
阪中幹平駅長

　世界遺産・高野山の麓にあり慈尊院、

和歌山県九度山町入郷 5-5
県道和歌山橋本線　TEL.0736-54-9966

高野山町石道などの世界遺産や、真田幸村が再起
を誓い隠棲した真田庵などの観光情報を発信しま
す。地元農産物の産直市場、ベーカリーカフェも
あり、焼き立てパンや季節の果実を使うフレッシュ
ジュース、柿ソフト、柿アイスがおすすめ。

よしかわ杜氏の郷
美濃川克良駅長

　伝統の酒造りの技と有数の酒米産地で

新潟県上越市吉川区杜氏の郷１番地
国道 30号　TEL.025-548-2331

育った米で醸造し、有名酒蔵へ供給している地域。
施設内酒蔵も酒の仕込みに最適な尾神岳ブナ林か
らの湧水で造っており、「米・水・技」にこだわ
りのある地酒をお届けします。温泉もあり、周辺
は日本海や名峰米山など観光資源も豊富です。
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　新
嘗
祭
で
は
炊
き
出
し
食
事
会

を
す
る
。子
ど
も
農
園
に
は
11
月
、

神
々
が
集
ま
り
周
辺
農
家
も
集

ま
っ
て
、
地
域
は
「
神
在
月
」
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
収
穫
を
神

に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
地
域
住
民

に
持
っ
て
ほ
し
い
。

　活
動
を
展
開
し
て
い
け
ば
、
田

ん
ぼ
が
存
在
す
る
意
味
を
地
域
住

民
が
実
感
し
、
周
辺
の
田
ん
ぼ
や

畑
で
起
き
て
い
る
農
家
の
悩
み
に

共
振
し
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
市
も
農
業
委
員
会
も
従

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は５月 31 日（水）。宛先は、
〒 102-0075 東京都千代田
区三番町７－１朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ法人 人と
道研究会

ご回答方法

　子
ど
も
農
園
を
挟
む
浅
川
の
反

対
側
に
は
数
年
後
、
ご
み
処
理
工

場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
一
部
で

環
境
汚
染
を
心
配
し
て
反
対
す
る

住
民
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私

は
新
規
に
造
成
し
た
田
ん
ぼ
で
年

３
回
の
生
き
も
の
調
査
を
す
る
。

「ドライブが地方を元気にする」

矢代隆義氏日本自動車連盟（JAF）会長
（元警察庁交通局長）

　道
の
駅
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す

が
、
私
も
、
時
折
、
遠
出
し
た
と
き

な
ど
に
見
つ
け
て
は
立
ち
寄
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
休
日
に
ふ
と
訪
れ
る

道
の
駅
は
地
域
の
香
り
が
あ
ふ
れ
、

日
常
の
雑
多
な
仕
事
か
ら
開
放
し
て

く
れ
ま
す
。

　日
本
人
は
１
９
６
０
年
代
、
欧
米

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
ひ

た
す
ら
に
働
き
、
高
度
経
済
成
長
期

を
経
て
、
経
済
的
豊
か
さ
で
は
世
界

を
け
ん
引
す
る
先
進
国
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。
経
済
成
長
が
成

熟
期
を
迎
え
た
現
代
の
日
本
社
会
に

と
っ
て
、
今
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る

の
が
、
内
面
の
豊
か
さ
だ
と
思
い
ま

す
。　道

の
駅
は
、
地
域
の
方
々
の
創
意

工
夫
で
運
営
さ
れ
、
道
を
行
き
交
う

人
々
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
と
同

時
に
、
訪
れ
る
人
と
地
元
の
人
々
の

出
会
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
相
互
の
思
い
や
り
を
持
っ

た
地
域
施
設
が
発
展
す
る
こ
と
で
、

人
々
の
心
の
豊
か
さ
が
高
ま
る
と
い

う
気
が
し
ま
す
。

　道
の
駅
が
発
足
し
て
20
有
余
年
、

道
路
の
休
憩
施
設
と
し
て
始
ま
っ

た
道
の
駅
は
、
時
代
の
潮
流
に
マ

ッ
チ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
瞬
く
間

に
知
名
度
が
上
が
り
、
現
在
１
１

０
７
カ
所
と
約
10
倍
に
増
え
ま
し

た
。
そ
の
役
割
も
、
休
憩
機
能
、

情
報
発
信
機
能
、
地
域
の
連
携
機

能
の
基
本
機
能
に
加
え
、
防
災
、

福
祉
、
医
療
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
等

ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　道
の
駅
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
、
力
強
く
発
展
し
て
き
た
の

は
、
地
元
住
民
の
自
由
な
発
想
が

生
か
さ
れ
る
緩
や
か
な
制
度
に
起
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し
ょ
う
。
高
齢
化
が
進
む
我
が
国
で

は
、
安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
提
供
す
る
上
で
、
道
の
駅

の
機
能
充
実
は
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　我
が
国
の
課
題
で
あ
る
地
方
創
生

に
向
け
、「
ド
ラ
イ
ブ
が
地
方
を
元

気
に
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
道
の
駅

同
士
が
連
携
を
深
め
、
各
分
野
の
関

係
者
と
協
力
し
て
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
地
域

活
性
化
の
施
策
が
幅
広
く
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

化
が
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
で

分
か
る
。
変
化
が
激
し
け
れ
ば
即

座
に
稼
働
中
止
の
運
動
を
す
る
。

　初
め
て
の
取
り
組
み
で
ど
こ
ま

で
出
来
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
趣

旨
に
賛
同
す
る
市
民
は
多
い
。
周

辺
農
家
に
は
ま
だ
コ
ン
タ
ク
ト
不

足
だ
が
、
全
国
の
生
き
も
の
調
査

を
し
て
い
る
農
家
仲
間
は
賛
同
し

て
い
る
。

　子
ど
も
農
園
を
中
心
と
す
る
活

動
に
生
き
も
の
調
査
を
し
て
い
る

全
国
の
農
家
が
集
ま
り
、
こ
こ
か

ら
日
本
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ(

国
土

回
復
運
動)

、
田
ん
ぼ
の
保
全
回

復
運
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

田
ん
ぼ
や
畑
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る

来
発
想
か
ら
転
換
し
、
地
域
住
民

と
と
も
に
そ
こ
に
存
在
す
る
田
ん

ぼ
や
畑
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
と
思
う
。

因
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
自
由
で
闊
達
な
発

想
を
可
能
と
す
る
運
営

理
念
は
、
今
後
と
も
維

持
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

　日
常
生
活
だ
け
で
な

く
観
光
に
お
い
て
も
、

車
で
の
移
動
は
と
て
も

便
利
で
す
。
特
に
高
齢

者
に
と
っ
て
、
車
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

は
と
て
も
多
い
こ
と
で

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 第50号『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名を教えて

下さい。

　ａ )（　　　　　　）都 ･ 道 ･ 府 ･ 県　b)（駅名　　　　　　　　　）

Ｑ２．当「道の駅」を訪れたのは今回で何回目ですか？

　①今回初めて　　　②（　　　　）回目

Ｑ３．今回、当「道の駅」を訪れた目的はなんですか？

　①トイレ休憩　②地元産野菜 ･ 果物　③地元産魚介類

　④地域の特産品　⑤地元産ソフト・アイスクリーム

　⑥道路情報の入手　⑦その地域の情報　⑧地元産グルメ　⑨食事

　⑩お土産品　⑩温泉　⑪宿泊　⑫スタンプの押印

　⑬地域イベントへの参加　⑭その他（　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか（いくつでも）？

よろしければ、具体的にその内容を（　）内にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　　　　　）　　　②設備（　　　　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　）　④販売商品（　　　　　）

　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか（い

くつでも）？　よろしければ、具体的にその内容を（　）内にお書き

下さい。

　①職員の対応（　　　　　　）　　　　　②設備（　　　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　）　④販売商品（　　　　　）

　⑤その他（　　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」をまた訪れてみたいと思いますか？

　①訪れてみたい　　②訪れたいとは思わない　

　③どちらともいえない

Ｑ１：a)（　　　　　　　　　　　　　　 ）都 ･ 道 ･ 府 ･ 県 
　　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　　　　　　②（　　　）回目　
Ｑ３：①　②　③　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬
　　　⑭（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
Ｑ４：①（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　③（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）
　　　④（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　⑤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 
Ｑ５：①（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　②（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　③（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　④（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　⑤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
Ｑ６：①　　②　　③
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　

郵便番号〒：
ご　住　所：

お電話番号：（　　　　　）－（　　　　　）－（　　　　　）

性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　ご
み
処
理
工

場
が
稼
働
し
て

周
辺
環
境
に
変

化
が
生
じ
た
場

合
、
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
に
も

変
化
が
あ
る
は

ず
だ
。
数
値
で

は
な
く
五
感
で

感
ず
る
環
境
変

織姫の里 なかのと
田中雅晴駅長

　漁港直送の鮮魚、石川県内産豚肉「能

石川県中能登町井田ぬ部 10-1
国道 159 号　TEL.0767-76-8000

登豚」をはじめ、「色の野菜で健康を売る」をテー
マに訪れたお客様に啓蒙し、機能性成分が豊富
なカラー野菜の加工や料理講習会を実施し、普
及を図っています。また、中能登町では、国指
定史跡石動山など歴史文化は必見です。

かつらぎ
木村隆志駅長

　古代の官道第１号「竹内街道」を通じ

奈良県葛城市太田 1257
国道 165 号　TEL.0745-48-1147

て難波と飛鳥を結ぶ大和の入口にあり、南阪奈道
路葛城ＩＣのすぐ横。二上山、葛城山の山麓から
大和平野を一望する道の駅です。特産のいちご「古
都華」、郷土食「芋ボタ餅」、健康・からだ想いの「か
つらぎおばんざい定食」がおすすめ。

さくらの里きすき
渡部孝一駅長

　日本さくら名所 100 選に選ばれた「斐

島根県雲南市木次町山方 1134-31
国道 54 号   TEL.0854-40-0540

伊川堤防桜並木」から北へ約 3 ㌔㍍。保存料を一
切使わずそばの実をまるごと挽く、昔ながらの出
雲そばと、奥出雲産の舞茸を使った炊込みご飯が
一番人気。木次パスチャライズ牛乳の「ミルクソ
フト」、「焼さば」、「焼さば寿し」もおすすめ。
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　「道
の
駅
」
は
平
成
５
年
、
１
０
３
駅

か
ら
始
ま
り
、
制
度
創
設
か
ら
約
25
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
成
29
年
２

月
現
在
、
そ
の
数
は
全
国
で
１
１
０
７
駅

と
、
当
初
の
10
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　道
の
駅
の
役
割

も
「
道
路
利
用
者

の
休
憩
場
所
」
や

「
情
報
提
供
」
に

加
え
、「
地
方
創

生
」
の
拠
点
、「
地

域
の
課
題
解
決
の

場
」
や
「
情
報
提
供
」
と
し
て
の
新
た
な

役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
し
て
新
潟
県
中
越
地
震
、
東
日
本
大

震
災
、
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

で
も
道
の
駅
は
、
被
災
地
の
支
援
拠
点
と

し
て
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に
と
っ

て
重
要
な
公
的
施
設
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
再
認
識
さ
れ
た
。

今
、
な
ぜ
教
科
書
を
出
す
必
要
が
あ
る
の

か

　
　道
の
駅
に
関
す
る
公
の
刊
行
物
は
、
登

録
制
度
発
足
間
も
な
い
平
成
５
年
７
月
に

出
版
さ
れ
た
「
道
の
駅
の
本
―
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
―
」（
監
修
：

建
設
省
道
路
局
、
編
集
：
財
団
法
人
道
路

保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
り
、そ
の
後
、

道
の
駅
の
個
別
情
報
を
掲
載
し
た
改
訂
版

が
刊
行
さ
れ
た
。

　

　道
の
駅
に
関
す
る
本
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
公
的
刊
行
物
は
、
制
度
創
設
当

初
に
発
行
さ
れ
た
こ
の
「
道
の
駅
の
本
」

だ
け
し
か
な
い
。
道
の
駅
の
役
割
が
制
度

発
足
当
初
か
ら
、
道
の
駅
を
取
り
巻
く
環

や
道
の
駅
の
今
後
の
方
向
性
等
、
道
の
駅

に
関
わ
る
全
て
を
網
羅
し
た
教
科
書
的
な

公
的
刊
行
物
が
、
道
の
駅
の
健
全
な
発
展

の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
、今
回
、

「
教
科
書 

道
の
駅
」
と
し
て
発
行
す
る
こ

と
に
し
た
。

「
教
科
書 
道
の
駅
」
と
は
ど
う
い
う
も
の

か

　
　今
回
発
行
す
る「
教
科
書 

道
の
駅
」は
、

道
の
駅
の
設
置
者
、
運
営
者
、
道
路
管
理

者
を
は
じ
め
と
す
る
、
数
多
く
の
道
の
駅

関
係
者
の
指
針
と
な
る
よ
う
に
、
ま
ず
道

の
駅
の
誕
生
と
成
り
立
ち
と
し
て
、
道
の

駅
制
度
創
設
の
も
と
と
な
っ
た「
道
の
駅
」

懇
談
会
の
提
言
要
旨
や
道
の
駅
の
登
録
数

の
推
移
等
を
紹
介
。

　次
に
道
の
駅
の
仕
組
み
と
し
て
、
道
の

駅
の
登
録
・
案
内
制
度
、
補
助
制
度
等
を

説
明
。さ
ら
に「
道
の
駅
の
い
ま
」と
し
て
、

道
の
駅
が
担
っ
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、

優
良
事
例
、
好
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
説

明
。
そ
し
て
最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
の
道

の
駅
」
と
し
て
、
現
在
の
道
の
駅
の
質
的

向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
視
点
や
、
こ

れ
か
ら
の
道
の
駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ま

と
め
て
い
る
。

　今
回
は「
教
科
書 

道
の
駅
」の
発
行
に

あ
た
り
、
道
の
駅
制
度
創
設
時
か
ら
携
わ

っ
て
お
ら
れ
た
、
一
般
財
団
法
人
国
土
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
国
土
政
策
研
究
所
の
大

石
久
和
所
長
、
国
土
交
通
省
が
開
催
し
て

い
る「
道
の
駅
」有
識
者
懇
談
会
の
委
員

長
で
あ
る
石
田
東
生
筑
波
大
学
教
授
の
お

二
人
に
特
別
寄
稿
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　本
書
が
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
を
考
え
る

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

が
３
月
、
仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

展
示
棟
で
開
催
さ
れ
、
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
と
共
催

で
、
ブ
ー
ス
展
示
を
行
っ
た
。

　東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
国
連
の
防
災

世
界
会
議
が
同
市
で
開
催
さ
れ
た
の
を
機

に
、
毎
年
開
い
て
い
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

そ
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
防
災
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
経
験
を
伝
え
る
・
共
有
す
る
・
継

承
す
る
」
で
、
未
来
の
活
動
に
繋
げ
共
感

を
つ
く
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
そ
れ
だ
け
に

若
者
の
参
加
も
例
年
よ
り
多
く
、
ミ
ニ
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
若
者
の
参
加
が

目
立
っ
た
。

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
道
の
駅

が
防
災
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
た
め
、
１
年

前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
パ
ネ
ル
展
示

を
中
心
に
、
道
の
駅
が
連
携
・
協
力
し
て

復
旧
に
頑
張
っ
た
姿
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。　熊

本
地
震
は
最
近
の
出
来
事
だ
け
に
、

興
味
を
持
つ
参
加
者
が
多
く
、
ブ
ー
ス
前

は
人
だ
か
り
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
写
真
に

見
入
っ
た
り
質
問
を
す
る
人
も
い
て
、
関

心
の
深
さ
が
う
か
が
え
た
。

　ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ブ
ー
ス

展
示
は
、
各
分
野
の
専
門
家
の
技
術
的
な

発
表
も
あ
り
、
津
波
を
経
験
し
た
高
校
生

や
、
帰
国
子
女
が
外
国
人
被
災
者
の
苦
し

み
を
知
っ
て
、
そ
こ
か
ら
使
命
感
を
持
っ

て
防
災
に
関
わ
る
活
動
を
始
め
た
こ
と
な

ど
、
被
災
か
ら
６
年
間
の
活
動
が
報
告
さ

れ
た
。

　各
ブ
ー
ス
は
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

な
っ
た
。
道
の
駅
へ
の
関
心
は
高
い
が
、

公
共
施
設
と
し
て
防
災
機
能
を
も
つ
こ
と

を
知
ら
な
い
人
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
啓
蒙
活
動
を
さ
ら
に
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
痛
感
し
た
。

�

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長

　
杉
﨑
光
義

秋
が
挿サ

せ
る

　柳
の
絲イ

ト

を
吹
き
乱
る

　風
に
か
妹イ

モ

が

　梅
の
散
る

ら
む

　（巻
十
・
一
八
五
六
番
）

　
　
　私
が
挿
し
木
し
て
育
て
た
柳
の
、
絲
の
よ
う
な
枝
を
吹
き

　
　
　散
ら
し
て
い
る
春
風
は
、
と
て
も
面
白
い
。
だ
が
、
こ
の

　
　
　風
が
、
い
と
し
い
妹
の
家
の
梅
の
花
を
吹
き
散
ら
し
て
い

　裸
の
冬
木
が
今
、
満
開
の
桜
花
で

あ
る
が
、
誰
も
見
る
人
が
な
く
、
秘

ひ
そ
か

に
散
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

　こ
れ
も
、自
然
の
在
り
様
な
の
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
宿
命
な
の
だ
。
そ
れ
へ

の
哀
惜
の
唱
で
あ
る
。

　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

春
雨
に

　争ア
ラ
ソ

ひ
か
ね
て

　我
が
宿
の

　桜
の
花
は

　咲
き
初ソ

め
に

け
り

　（巻
十
・
一
八
六
九
番
）

　
　
　春
雨
は
早
く
花
を
咲
か
せ
よ
う
！
と
、
し
っ
と
り
と
降
り

　
　
　包
む
―
―
。対
し
て
桜
木
は
、ま
だ
咲
く
ま
い
！
と
、抗あ

ら
が

い
、

　
　
　堪こ

ら

え
る
も
、
と
う
と
う
限
界
が
き
て
、
花
を
咲
か
せ
初
め

　
　
　た
ナ
ァ
。

　春
雨
と
桜
木
の
関
係
を
春
そ
の
も
の
、〝
百
花
繚
乱
〟
の
花
を

咲
か
せ
る
陰
の
主
役
を
「
春
雨
」、
と
看
取
し
た
歌
で
あ
る
。
招

春
の
表
の
主
役
は
、
当
然
「
う
ぐ
ひ
す
」
で
あ
る
。

　文
人
趣
味
で
の
、
物
と
物
と
の
組
み
合
わ
せ
は
楽
し
く
、
伝
統

の
世
界
で
、
意
味
も
深
い
事
項
だ
。

　自
然
を
尊
敬
・
畏
怖
し
、
感
謝
・
感
動
し
、
至
純
な
精
神
で
対
応
・

摂
取
し
て
の
歌
の
宝
庫
が
、
万
葉
集
で
あ
る
。
文
明
社
会
・
物
質

崇
拝
か
ら
、
脱
出
へ
向
か
う
べ
き
頃
合
か
な
？

 

（
万
葉
研
究
家
）

　万
葉
人
の
歌
心

　
　
　る
こ
と
だ
ろ
う
。

　長
く
垂
れ
た
絲
柳
を
、
時
と
し
て
強
弱
の
春
風
が
吹
い
て
、
み

ど
り
の
旋
律
を
奏か

な

で
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
同
じ
風
が
、
愛
す

る
人
の
庭
の
梅
花
を
散
ら
し
て
妹
を
悲
し
ま
せ
て
い
る
に
違
い
な

い
、
と
想
い
や
る
。
春
風
の
為な

す
功
罪
で
あ
る
。

　×

　
　
　
　×

　
　
　
　×

昨コ

ゾ年
咲
き
し
、
冬
木
今
咲
く

　徒イ
タ
ヅ

ら
に

　地ツ
チ

に
や
散
ら
む

　見
る

人
な
し
に

　（巻
十
・
一
八
六
三
番
）

　
　
　去
年
、
花
を
咲
か
せ
て
越
冬
し
た
木
が
、
巡
り
来
た
春
の

　
　
　今
、
見
事
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
花
は

　
　
　見
る
人
が
な
い
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に
大
地
に
散
っ
て
し
ま

　
　
　う
の
だ
ろ
う
ナ
ァ
。
も
っ
た
い
な
い
！

　残
念
で
あ
る
。

「
教
科
書 
道
の
駅
」
を
出
版
へ

仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
連
絡
会
が
展
示

伊方きらら館
中村和子店長

　瀬戸内海・宇和海を一望できる道の

愛媛県伊方町九町 3番耕地 179-1
国道 197 号　TEL.0894-39-0230

駅です。とても不思議な「ふれあい水槽」で、お
魚にエサやり体験（有料）してください。ちりめん・
海藻などの海産物をはじめ、種類豊富な柑橘をと
りそろえ、旬のものをおすすめしています。じゃ
こてん売店の「じゃこカツ」は絶品！

つるた
一戸明彦駅長

　鶴と国際交流の町で、特別天然記念

青森県鶴田町境里見 176-1
国道 339 号　TEL.0173-22-5656

物の丹頂鶴が優雅に遊ぶ公園や全長300㍍の日
本一長い木造三連太鼓橋「鶴の舞橋」が近くにあ
ります。大豆、小麦、米を主に多種多様な地物農
産物とそのオリジナル6次産業化製品を販売し、
果物は生産量日本一のスチューベンが好評です。

三田貝分校
竹花正弘駅長

　岩泉町西の玄関口、旧分校跡に建て

岩手県岩泉町門三田貝 47-2
国道 455 号　　TEL.0194-25-4311

られました。時間の区切りには学校のチャイムが
鳴り、給食室は学校机で懐かしい温かい気持ちに
させてくれ、伝統食どんぐり麺使用のラーメンが
人気です。台風被害で閉洞していた日本三大鍾乳
洞「龍泉洞」は３月19日営業再開、ぜひお越しを。

14

仙台防災未来フォーラムのテーマセッション

熊本地震のパネルを中心にした全国「道の駅」連絡会の展示ブース

境
の
変
化
と
合
わ
せ
て

変
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
と
し
て
は
、
更

な
る
道
の
駅
の
発
展
の

た
め
、
今
一
度
、
道
の

駅
の
基
本
姿
勢
の
確
認

2017 年（平成 29 年）３月 第 50 号15

50
号
記
念
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧
新
聞
の
入

手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・
意
見
を
1
枚

の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０
０
７
５
東
京
都

千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ

Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。
５
月
31
日
（
水
）
必
着
。
発

送
を
発
表
に
か
え
、
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

提供：道の駅「あいづ　湯川・会津坂下」
 http://heso-aizu.jp/

提供：道の駅「丹後王国『食のみやこ』」
 https://tango-kingdom.com/

提供：道の駅「遠野風の丘」
 http://kazenooka.tonofurusato.jp/

提供：道の駅「阿蘇」
 http://www.aso-denku.jp/

問題作成　てらこ  http://ameblo.jp/terako/ 
( ポーカー実況アナウンサーてらこのブログ毎日更新中！ )

クロスワード人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　新
郎
の
相
方

２

　難
読
漢
字
に
振
る

４

　カ
カ
オ
か
ら
作
る
飲
み
物

５

　平
和
を
象
徴
す
る
鳥
と
い
え
ば
？

７

　積
み
重
ね
か
な
？

９

　魚
た
ち
は
、
コ
コ
で
暮
ら
す

11

　ろ
紙
を
通
し
て
不
純
物
を
取
り
除
く

13

　⇔
陽

14

　と
り
あ
え
ず
、
な
か
っ
た
こ
と
に

16

　ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で

18

　肌
露
出
し
て
い
る
よ
…
寒
く
な
い
？

20

　○
○
○
○
呼
吸
で
、
楽
器
を
演
奏

22

　カ
ナ
の
双
子

23

　Ｒ
が
屋
上
な
ら
Ｂ
は
？

25

　プ
ー
ル
で
使
う
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
カ
タ
チ

　
　の
ア
イ
テ
ム

27

　パ
ン
に
ぬ
ろ
う
！

28

　ボ
ー
ン

30

　あ
ら
、
珍
し
い
わ
ね

１　ペタペタ貼る
３　ケースもボックスも
５　５月の第二日曜日は○○の日
６　都心にいっぱい建っている
８　経費削減、○○○パフォーマンスが良いよね？
10　素人ではありません
12　口論
15　記者○○○○で、謝罪する
17　遅れちゃうよ
19　ペアなんです
20　寒い季節なんです
21　お札に入っています
22　幕下よりも格上
24　ラ・フランス
26　ヒポポタマス
28　魔法使いが空飛ぶときに使います
29　コレから衣装を作ります
31　水上はコレで移動
32　タンポポの種といえば？
33　「矢」のこと

　「私
た
ち
日
本
人
は
、
た
く
さ
ん
の
神
様
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。『
八や
お
ろ
ず

百
万
の
神
様
』
と
は
と
に
か
く
た
く
さ
ん
の
神
さ
ま

が
い
る
、
と
い
う
意
味
。
昔
か
ら
日
本
人
が
、
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
神
様
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
」

　本
当
に
そ
の
通
り
だ
。
今
で
も
受
験
と
も
な
れ
ば
学
問
の
神
様
、

良
縁
を
願
う
と
き
に
は
縁
結
び
の
神
様
な
ど
に
願
を
か
け
る
人
が
大

勢
い
る
。そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
神
様
た
ち
に
は
正
式
な
名
前
が
あ
り
、

神
話
物
語
が
あ
る
。

　本
書
は
そ
う
し
た
「
や
お
ろ
ず
の
神
様
」
た
ち
と
人
々
の
暮
ら
し

と
の
か
か
わ
り
を
平
易
に
解
説
し
て
く
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
冬
」

　こ
こ
で
は
火
の
神
様
、
屋
敷
の
神
様
、
貧
乏
の
神
様
、
日
用
品
の

神
様
、
年
越
し
の
神
様
な
ど
。

第
二
章
「
早
春
」

　太
陽
の
神
様
、
新
年
の
神
様
、 

地
域
の
神
様
、
財
と
福
の
神
様
、

野
の
神
様
、
鬼
、
裁
縫
の
神
様
。

第
三
章
「
春
」

　桃
の
神
様
、
山
の
神
様
、
春
の
神
様
、
道
案
内
の
神
様
、
田
の
神

様
な
ど
。

第
四
章
「
初
夏
」

　子
育
て
の
神
様
、雨
の
神
様
、結
婚
式
の
神
様
、厄
病
よ
け
の
神
様
。

第
五
章
「
盛
夏
」

　富
士
山
の
神
様
、
海
の
神
様
、
川
の
神
様
、
七
夕
の
神
様
、
そ
う

め
ん
の
神
様
、
雷
の
神
様
、
先
祖
の
神
様
。

第
六
章
「
秋
」

　地
震
の
神
様
、
老
人
の
神
様
、
風
の
神
様
、
月
の
神
様
、
稲
の
神

様
、
縁
結
び
の
神
様
、
商
業
の
神
様
、
お
酒
の
神
様
、
開
運
の
神
様
、

夫
婦
の
神
様
。

　こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
神
様
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教

え
ら
れ
た
。

　唯
一
絶
対
の
神
を
信
仰
す
る
宗
教
と
は
違
っ
て
、
森
羅
万
象
に
多

様
な
カ
ミ
の
存
在
を
感
じ
る
日
本
人
の
生
き
方
は
、
排
他
的
で
は
な

く
、
自
然
に
や
さ
し
く
、
人
に
優
し
く
、
平
和
的
で
楽
し
い
。

　宗
教
に
端
を
発
す
る
残
酷
な
テ
ロ
や
戦
争
が
続
い
て
い
る
現
在
、

改
め
て
こ
の
「
八
百
万
の
神
様
と
日
本
人
の
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
み
る
の
が
大
事
な
気
が
す
る
。 

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

49 号の正解は
「チイキトレンケイ」

「日本の神様と楽し
く生きる―日々ご
利益 とともに―」

平藤喜久子
（東邦出版）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢ
Ｃ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）
に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほか、①氏名②
郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所
⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-
0075 東京都千代田区三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究
会。５月 31 日（水）必着。発送を発表にかえ、個人情報は応募作業お
よびＮＰＯからのご案内以外の目的には使用しません。

★
会
津
郷
土
料
理
の
ま
ぜ
ご
飯
を
手
軽
に

作
れ
る
「
ま
ぜ
ら
ん
し
ょ
」
を
10
人
に

　缶
を
開
け
炊
き
立
て
の
ご
は
ん（
３
合
）

に
「
ま
ぜ
ら
ん
し
ょ
」（
ま
ぜ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
、
の
方
言
）
す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。

お
い
し
い
食
文
化
の
郷
、
会
津
の
地
鶏
と

伝
統
野
菜
「
立
川
ご
ん
ぼ
」
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

★
道
の
駅
で
人
気
の
自
家
製
「
丹
後
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
」（
3
本
セ
ッ
ト
）
を
20
人

に
　ド
イ
ツ
で
修
業
を
積
み
２
０
１
３
年
国

際
ビ
ア
・
コ
ン
ペ
で
金
賞
受
賞
の
実
力
派

ブ
リ
ュ
ワ
ー
が
道
の
駅
内
工
房
で
醸
造
し

★
昔
な
が
ら
の
「
遠
野
ど
ぶ
ろ
く
『
河
童

の
舞
』」（
７
２
０
㍉
）
を
10
人
に

　「ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
の
全
国
第
１
号
と

な
っ
た
遠
野
市
が
昔
か
ら
伝
え
て
き
た

自
慢
の
濁
酒
。
岩
手
県
産
米
を
使
用
し

酒
蔵
に
よ
り
味
や
風
味
が
違
い
ま
す
が
、

今
回
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
抑
え
て
飲

み
や
す
い
甘
口
が
お
す
す
め
で
す
。

★
大
自
然
阿
蘇
の
恵
み
、「
阿
蘇
の
お
米
」

（
２
㌔
）
を
20
人
に

提供：道の駅「もてぎ」
 http://www.motegiplaza.com/

★
自
然
の
素
材
を
大
切
に
し
た
道
の
駅
の

手
づ
く
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム（
１
瓶
）

を
20
人
に

　自
然
素
材
本
来
の
味
を
生
か
す
た
め
、

丁
寧
に
手
摘
み
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
当

道
の
駅
工
房
で
手
づ
く
り
し
た
ジ
ャ
ム
。

保
存
料
、
着
色
料
、
食
品
添
加
物
は
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
お
召
し
上
が

り
を
。

て
い
る
地
ビ

ー
ル
７
種
類

の
う
ち
、
飲

み
や
す
い
と

女
性
に
も
人

気
の
３
本
詰

め
合
わ
せ
。

　標
高
５
０
０
㍍
の

生
む
大
き
な
日
夜
の

寒
暖
差
、
ミ
ネ
ラ
ル

た
っ
ぷ
り
の
豊
か
な

伏
流
水
。「
阿
蘇
の

お
米
」
が
多
く
の
人

々
に
愛
さ
れ
て
い
る

の
は
、
お
い
し
い
お

米
の
決
め
手
と
さ
れ

る
阿
蘇
の
恵
み
を
駆

使
し
、
丹
精
込
め
育

ま
れ
て
き
た
か
ら
で

す
。

やまびこ館
大川原康博駅長

　広い産直施設に地元農家の新鮮な野

岩手県宮古市川内 8-2
国道 106 号　　TEL. 0193-85-5011

菜や旬の山菜、茸類が数多く並びます。レスト
ランは県産食材を中心としたメニュー構成で「ド
ラゴン麺」が人気。ファストフード店では地元
産黒平豆のソフトクリームやパンが好評。隣接
の芝生広場では家族連れでにぎわっています。

さとみ
白石智洋駅長

　常陸太田から福島へと抜ける山すそに

茨城県常陸太田市小菅町 694-3
国道 349 号　TEL.0294-82-2100

田園地帯が広がり、清流や緑のじゅうたんの牧場も。
四季折々の美しい風景を見せてくれる旧里美村は
まさに自然の宝庫。そんな場所の道の駅でのんびり
とふるさとを楽しんでみませんか。食事は自家製う
どん、きまぐれ駅長の手打蕎麦がオススメです !

清和文楽邑
東美香物産館館長代理

　九州唯一の人形浄瑠璃専用劇場として「清

熊本県山都町大平 152
国道 218 号　TEL.0967-82-2727

和文楽館」があり、江戸嘉永年間から伝えてきた農村文
化の原型、清和文楽を定期公演しております。また、隣
接する清和物産館では、清和高原で育った大粒の栗を甘
露煮に加工し、白餡とバター生地で包んだお饅頭「栗笑
い」を生産販売しており、お土産にもおススメです。
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日 本 の 木 を
つ か う

収 穫 す る 植える

育 て る

「
植
え
る
」

 
緑
化
か
ら

「
使
う
」

 

緑
化
へ

緑 の 募 金検　索

大
切
な
森
を
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

育
っ
た
木
を
上
手
に
使
っ
て
、

森
を
若
返
り
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

健
全
な
森
を
次
の
世
代
へ
・
・
・
。

み
ん
な
の
思
い
を
、
緑
の
募
金

で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

春の新緑シーズン(1 〜 5 月)と秋の紅葉シーズン(9 〜 10 月)を中心に
家庭募金 、街頭募金 、職場募金 、企業募金 、学校募金などによって行われています 。

公益社団法人 国土緑化推進機構
7  0120-110-381 FAX: 03-3264-3974

【ホームページ】http://www.green.or.jp/　
【メール】bokin@green.or.jp

緑の募金
ご 協 力 お 願 い し ま す

「 緑の募金 」は 、地球温暖化防止をはじめとした課題に向けて 、国内外の森林の整備や森林ボランティアの育成などに大切に活用されています 。

緑の募金に関する
お問い合わせは

こちらまで

あそ望の郷くぎの
山部武志駅長

　阿蘇の大パノラマを一望できる食事

熊本県南阿蘇村久石 2807
県道 28 号　TEL.0967-67-3010

処と物産販売の「あじわい館」、あか牛の精肉販
売と焼肉レストランの「あか牛の館」、パークゴ
ルフ場や約3000坪の広大な敷地を誇る芝生広場
と無料ドッグランがあり、四季の移り変わりを感
じながら一年中を通して一日中楽しめます。

ビオスおおがた
大西勝也駅長

　太平洋に面し白砂青松の入野松原の東

高知県黒潮町浮鞭 953-1
国道 56 号　TEL.0880-43-0105

端に位置する当駅のオススメ料理は、地元産のお
米を釜戸で炊いたご飯とかつおの刺身を丼に盛り
合わせた「かつおの味噌茶漬け」。ゴールデンウィー
クのイベント、1000枚のＴシャツを砂浜でひらひ
らさせる「Ｔシャツアート展」は壮観です。

あさひまち
小林清一郎駅長

　りんごが特産の朝日町。「無袋ふじ」

山形県朝日町和合 2724 
国道 287 号　TEL.0237-85-0623

発祥地として知られており、20数種類のりんごが
８月末から12月まで並び、色々なりんごの味を食
べ比べることができます。「自分好みのりんご」を
探してみてはいかが。りんごを使用した「りんご
の森」ならではのオリジナルスイーツも人気です。




